
上野地区鼎春園に気高く凛と構える一体の像
今から約150年前の幕末、国の行く末を案じて
ここ御船の大地から、全国を舞台に奔走した
肥後勤王党の総帥・宮部鼎蔵（1820－1864）
郷土が誇る偉大な先哲の足跡をここに辿る―
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郷土の偉人伝 「宮部鼎蔵」郷土の偉人伝 「宮部鼎蔵」郷土の偉人伝 「宮部鼎蔵」

石碑には、朝からお茶や水のお
供えを上げ、はわき掃除や草取
りをして、きれいに保つようにして
います。時折、歴史に興味のあ
る方が石碑を見学に訪れることも
あります。なかには遠く山口や福
岡など、県外からも見えられます。

↑「宮部鼎蔵生家跡」を示す石碑（牧鶴文雄さん宅の敷地
内）。大正3年11月建。碑の左側後方には、鼎蔵が出生のと
きに産湯として使われたと言い伝えられる井戸が残っている。

◉用語解説
〔郡　　代〕･･･徳川幕府の直轄地を幕府に代わって治めた職。
〔兵　　学〕･･･戦う方法を研究する学問。
〔師　　範〕･･･学問や技術を教える先生。
〔　 藩 　 〕･･･江戸時代、諸侯の領地を治めた組織。
〔藩　　士〕･･･大名のけらいである武士。
〔勤王党〕･･･徳川幕府を倒し、天皇政治をおこそうとした思想。
〔尊皇攘夷〕･･･皇室をとうとび外国人をうちはらおうとした思想。
　　　　　　  ⇔ 佐幕開国

　

文
政
3
年
（
1
8
2
0
）
４
月
、
益
城

郡
木
倉
手
永
南
田
代
村
（
現
上
野
地
区
茶

屋
本
）
に
、
父
・
春
吾
、
母
・
ヤ
ソ
の
間

に
宮
部
家
の
長
男
・
鼎
蔵
（
名
＝
増
実
）

が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

宮
部
本
家
は
、肥
後（
熊
本
県
）の
藩
主
・

細
川
氏
初
代
か
ら
仕
え
た
宮
部
市
左
衛
門

の
由
緒
あ
る
家
系
で
し
た
。
そ
の
本
家
の

知
行
地
を
頼
っ
て
南
田
代
村
に
分
家
し
、

代
々
医
を
家
業
と
し
て
い
ま
し
た
。

　

鼎
蔵
9
歳
の
時
、
祖
母
・
楽
に
連
れ
ら

れ
て
、
熊
本
城
下
の
叔
父
・
野
村
伝
衛
門

の
家
に
預
け
ら
れ
、
そ
こ
で
文
武
の
道
を

習
い
ま
す
。
野
村
家
は
細
川
藩
士
の
家
柄

で
あ
り
、
楽
は
礼
儀
孝
道
を
重
ん
じ
て
い

た
た
め
、
鼎
蔵
は
厳
格
な
教
育
を
受
け
ま

す
。
毎
日
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
学

問
や
武
芸
の
教
え
を
受
け
て
、
稽
古
に
励

ん
で
い
た
と
い
い
ま
す
。
ま
た
家
へ
帰
っ

て
は
、
楽
の
介
抱
や
い
い
つ
け
を
守
り
、

眠
る
時
間
は
４
時
間
ほ
ど
で
し
た
。

　

鼎
蔵
が
13
歳
に
な
る
と
、
毎
月
5
、6

回
は
両
親
が
暮
ら
す
南
田
代
村
ま
で
里
帰

り
を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
の
道
の

り
は
片
道
約
24
㌔
。
子
ど
も
の
足
で
約
6

時
間
は
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。
あ
る
時
、

里
帰
り
の
途
中
、
群
見
坂
（
現
県
道
２
２

１
号
田
代
御
船
線
）
で
眠
り
こ
ん
で
し

ま
っ
た
鼎
蔵
。
そ
の
翌
朝
、
近
く
を
通
っ

た
郡
代
が
草
む
ら
に
寝
て
い
る
鼎
蔵
を
発

見
し
て
事
の
成
り
行
き
を
聞
き
ま
す
。
郡

代
は
、
親
孝
な
行
い
と
山
の
中
に
眠
る

肝
っ
玉
の
大
き
さ
に
感
心
し
た
そ
う
で

す
。
鼎
蔵
の
こ
う
し
た
暮
ら
し
方
や
行
い

宮
部
鼎
蔵

宮
部
鼎
蔵

宮
部
鼎
蔵

は
藩
の
役
所
に
伝
わ
っ
て
、3
回
も
褒
美

を
受
け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
厳
格
な
日
々
を
幼
少
時
代
か

ら
過
ご
す
う
ち
に
、
知
ら
ず
知
ら
ず
と
我

慢
強
さ
や
胆
力
が
鼎
蔵
少
年
に
養
わ
れ
て

い
っ
た
の
で
し
た
。

　

鼎
蔵
が
21
歳
の
時
、
叔
父
・
宮
部
丈
左

衛
門
の
養
嗣
子
と
な
り
ま
す
。
丈
左
衛
門

は
、
学
問
や
山
鹿
流
の
兵
学
を
学
び
、
肥

後
藩
の
兵
学
師
範
に
就
い
た
人
物
で
す
。

丈
左
衛
門
か
ら
兵
学
を
学
ん
だ
鼎
蔵
は
、

30
歳
の
時
、
跡
を
継
い
で
肥
後
藩
の
兵
学

師
範
に
就
き
、
熊
本
城
下
の
内
坪
井
で
子

弟
の
教
育
に
あ
た
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
ろ
か
ら
鼎
蔵
は
、
そ
の
後
の
人

生
を
大
き
く
左
右
す
る
二
人
の
偉
大
な
人

物
と
親
交
を
深
く
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
ず
そ
の
ひ
と
り
が
、長
州
藩
（
山
口
県
）

の
吉
田
松
陰
で
し
た
。
嘉
永
5
年

（
1
8
5
2
）
に
、
松
陰
と
共
に
東
北
諸
藩

を
遊
歴
。
諸
国
の
志
士
と
交
友
し
、
尊
皇

攘
夷
の
信
念
を
深
く
し
ま
す
。
松
陰
が
渡

米
の
決
意
を
明
ら
か
に
し
た
際
に
は
、
時

期
尚
早
と
冒
険
を
危
ぶ
み
、
志
を
ひ
る
が

え
さ
せ
よ
う
と
努
め
ま
す
。
し
か
し
、
決

意
の
固
い
松
陰
を
察
し
て
、
自
分
の
愛
刀

と
藤
崎
八
幡
宮
の
神
鏡
を
贈
り
、「
皇
神
の

ま
こ
と
の
道
を
か
し
こ
み
て
思
ひ
つ
つ
ゆ

け
思
ひ
つ
つ
ゆ
け
」
の
一
首
を
与
え
ま
し
た
。

　

次
に
も
う
一
人
が
、
国
学
者
・
林
桜
園

で
す
。
桜
園
の
原
動
館
に
入
門
し
て
、
国

学
古
典
の
研
究
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
こ
で

鼎
蔵
は
勤
王
の
思
想
を
さ
ら
に
深
め
、
当

時
の
肥
後
藩
内
に
あ
っ
た
勤
王
党
の
中
心

人
物
と
な
っ
て
統
率
を
図
る
な
ど
、
次
第

に
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
い
き
ま
す
。
そ
ん

な
折
、
あ
る
事
件
が
起
こ
り
ま
す
。

　

安
政
2
年
（
1
8
5
5
）2
月
、
鼎
蔵

の
弟
・
春
蔵
（
名
＝
大
助
）
が
門
弟
ら
と

水
前
寺
公
園
を
散
策
中
、
熊
本
藩
士
と
い

さ
か
い
を
起
こ
し
ま
す
。
春
蔵
は
3
年
の

獄
刑
を
命
ぜ
ら
れ
、
鼎
蔵
に
も
春
蔵
の
罪

で
師
範
を
免
ぜ
ら
れ
、
南
田
代
村
へ
と
帰

郷
し
た
の
で
す
。

　

こ
こ
で
い
っ
た
ん
は
、
歴
史
の
表
舞
台

か
ら
退
い
た
か
に
み
え
た
鼎
蔵
で
し
た

が
、
こ
の
後
再
び
数
奇
な
運
命
に
引
き
寄

せ
ら
れ
て
い
く
の
で
し
た
。

4
月
、
益
城
郡
木
倉
手
永
南
田
代
村
（
現

御
船
町
上
野
地
区
茶
屋
本
）
に
父
・
春
吾
、

母
・
ヤ
ソ
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。

熊
本
城
下
の
叔
父
・
野
村
伝
衛
門
の
家
に

あ
ず
け
ら
れ
文
武
の
道
を
習
う
。

富
田
龍
陽
に
入
門
、
医
を
学
ぶ
。

富
田
龍
陽
門
を
卒
辞
。
藩
の
兵
学
師
範
役
、

宮
部
丈
左
衛
門
に
就
き
て
学
ぶ
。
野
村
家

を
出
て
叔
父
・
宮
部
丈
左
衛
門
家
に
移
る
。

叔
父
・
丈
左
衛
門
に
就
い
て
兵
学
研
さ
ん
。

故
郷
に
て
弟
・
春
蔵
が
生
ま
れ
る
。

中
尾
え
み
と
結
婚
。
家
を
熊
本
内
坪
井
に

構
え
、
子
弟
教
育
に
従
事
す
る
。

9
月
、
肥
後
藩
の
兵
学
師
範
と
な
る
。

6
月
、
吉
田
松
陰
と
房
総
地
方
を
旅
し
、

房
相
旅
行
記
を
ま
と
め
沿
岸
防
備
図
を
作

成
。
さ
ら
に　

月
か
ら
東
北
地
方
を
5
ヵ

月
旅
し
、
海
防
や
兵
学
の
研
究
に
あ
た
る
。

国
学
者
・
林
桜
園
の
原
動
館
に
入
り
国
学

古
典
の
研
究
を
深
め
る
。
な
お
、
こ
の
年

6
月
、
米
国
の
ペ
リ
ー
艦
隊
が
黒
船
で
浦

賀
に
来
航
し
開
国
を
迫
る
。

6
月
、
鼎
蔵
の
弟
・
春
蔵
が
門
弟
ら
と
水

前
寺
を
散
策
中
、
同
藩
士
と
い
さ
か
い
。

春
蔵
、3
年
の
獄
刑
。
鼎
蔵
は
弟
の
罪
で
師

範
を
免
ぜ
ら
れ
南
田
代
村
へ
帰
郷
す
る
。

12
月
、
出
羽
の
清
川
八
郎
ら
が
来
熊
。
こ

れ
を
転
機
に
肥
後
や
京
で
尊
皇
攘
夷
の
運

動
に
活
躍
す
る
。

8
月
、
京
の
政
変
で
肥
後
勤
王
党
は
長
州

と
行
動
し
七
卿
と
と
も
に
長
州
へ
落
ち
る
。

6
月
、
京
の
三
条
小
橋
の
池
田
屋
で
同
志

20
数
名
と
会
談
中
に
近
藤
勇
率
い
る
新
撰

組
に
襲
わ
れ
て
自
刃
。
45
歳
。

時
は
江
戸
時
代
末
期
「
幕
末
」―

―

。
２
０
０
年
以
上
続
く
徳
川
幕
府
に
弱
体
化
の
陰
り
が
見
え
は
じ
め
、
追
い
討
ち
を

掛
け
る
よ
う
に
米
国
の
ペ
リ
ー
艦
隊
「
黒
船
」
が
浦
賀
に
来
航
。
そ
し
て
開
国
を
求
め
ま
す
。
こ
れ
を
機
に
時
代
の
波
が

大
き
く
動
き
出
し
た
の
で
す
。
そ
う
し
た
動
乱
の
さ
な
か
、
こ
こ
御
船
の
地
か
ら
偉
大
な
人
物
が
歴
史
の
表
舞
台
へ
と
歩

ん
で
い
き
ま
す
。
そ
の
人
物
こ
そ
「
宮
部
鼎
蔵
」。
彼
が
国
の
た
め
に
奔
走
し
た
45
年
の
生
涯
を
振
り
返
り
、
現
代
に
生

き
る
わ
た
し
た
ち
が
今
、
考
え
る
べ
き
こ
と
に
迫
り
ま
す
。

勤
王
の
志
を
共
に
し
た
二
人

文
武
両
道
で
親
孝
行
な
鼎
蔵
少
年

文
政
3
年

（
1
8
2
0
）

宮
部 

鼎
蔵 

年
譜

文
政
11
年

（
1
8
2
8
）

天
保
4
年

（
1
8
3
3
）

天
保
8
年

（
1
8
3
7
）

天
保
10
年

（
1
8
3
9
）

嘉
永
2
年

（
1
8
4
9
）

嘉
永
3
年

（
1
8
5
0
）

嘉
永
4
年

（
1
8
5
1
）

嘉
永
6
年

（
1
8
5
3
）

安
政
2
年

（
1
8
5
5
）

文
久
元
年

（
1
8
6
1
）

文
久
3
年

（
1
8
6
3
）

元
治
元
年

（
1
8
6
4
）

ひ　

ご

12

↑宮部鼎蔵の肖像。画を手がけたのは総庄屋・光永平蔵の孫・光永眠雷。
　代々、旧上野小学校で丁重に保管されていた（七滝中央小学校所蔵）。

幕末の動乱の世にあって
近代国家を夢みて奔走した
その男の名は…

宮部鼎蔵生誕碑が自宅庭にある

牧鶴　文雄 さん
　　　　　　    （上野・68歳）

て
い
ぞ
う

ま
す
ざ
ね

ち
ぎ
ょ
う 

ち

か
い
ほ
う

で
ん  

え 

も
ん

ら
く

ほ
う 

び

し
ょ
う
い
ん

き
ん
の
う

も
ん
て
い

し
ゅ
ん
ぞ
う

そ
ん
の
う

ふ
じ
さ
き
は
ち
ま
ん
ぐ
う

す
め
か
み

は
や
し
お
う
え
ん

し
ん
き
ょ
う

じ
ょ
う
い

ち
ょ
う
し
ゅ
う

よ
う 

し　

し

え  

も
ん

う
ち
つ
ぼ 

い

ぐ
ん
だ
い

じ
ょ
う
ざ

け
い  

こ

ぐ　
み　
ざ
か
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郷土の偉人伝 「宮部鼎蔵」郷土の偉人伝 「宮部鼎蔵」郷土の偉人伝 「宮部鼎蔵」

宮部鼎蔵先生は日本を動かした人。上野地
区に生まれたことは地域の誇りです。しかし、
宮部先生の功績を語れる人が年々少なく
なっていることが気がかりです。このままでは
後世へと語り伝えられなくなるおそれもありま
す。そこで現在、上野地区有志で、保存
会を立ち上げているところ。宮部先生にまつ
わる話や当地区の史跡を映像データとして残すことを検討中です。地域を
あげて、宮部先生を後世へと伝えていければと考えています。

→「宮部鼎蔵顕彰碑」の左側に建つ宮部鼎蔵
の歌碑。昭和18年10月建。積み上げられた碑
台は宮部邸の礎石が使われている。また「宮
部鼎蔵顕彰碑」の右側には弟・春蔵の歌碑
が建つ。

←鼎春園の中央に建つ「宮部鼎蔵顕彰碑」。
高さ約５㍍、大正２年11月建。碑題は細川護
成、撰文は竹添進一郎。

↑７月４日、宮部兄弟供養祭が上野地区の公
民館上野分館で開催された。地域住民たち
でつくる宮部兄弟顕彰会（川部寅男会長、46
人）が主催。神事後、詩吟や剣舞を奉納して、
郷土の先哲を偲んだ。

←「宮部鼎蔵先生彫像碑」。宮部兄弟顕彰会が平成17年６月建。この
左側に宮部鼎蔵の像（表紙写真）があがめ建てられている。

鼎春園は、阿蘇外輪山や大矢野原を見はらす絶景の大地をひらいて上野地区
茶屋本につくられた。名前の由来は、鼎蔵と春蔵の頭一文字をとり命名された。

【参考文献】御船町史／御船風土記／郷土の先哲　宮部鼎蔵先生顕彰誌／伝えたい心   郷土の先達に学ぶ

◉用語解説
〔大 納 言 〕･･･太政官の次官。右大臣の次位。
〔七　　卿〕･･･朝廷に使える７人の公家。
〔所 司 代〕･･･江戸時代に京都の市政・検察の任務にあたった機関。
〔浪　　士〕･･･主家を去り、その禄を離れた武士。浪人。
〔朝　　廷〕･･･天皇が国の政治をとる場所。
〔明治維新〕･･･明治元（1868）年江戸幕府が倒れ、天皇を中心と
　　　　　　 する統一国家体制の成立が行われた近代的な改革。

鼎春園

　

文
久
元
年（
1
8
6
1
）12
月
、出
羽（
山

形
県
）
の
清
川
八
郎
ら
が
肥
後
藩
を
訪
問

し
ま
す
。
そ
の
手
に
は
、
京
（
京
都
府
）

の
権
大
納
言
中
山
忠
能
の
家
来
・
田
中
河

内
介
の
書
状
を
携
え
て
。目
的
は
、鎮
西（
九

州
）
の
勤
王
計
画
で
し
た
。
直
ち
に
肥
後

勤
王
党
の
鼎
蔵
の
耳
に
入
り
、
会
談
の
場

が
設
け
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
鼎
蔵
は
、
天

下
の
大
勢
を
見
た
上
で
議
論
す
べ
き
と
思

案
。
そ
こ
で
、
文
久
2
年
（
1
8
6
2
）

１
月
に
上
京
。
京
で
は
、
清
川
の
案
内
を

受
け
、
中
山
権
大
納
言
と
面
会
。
そ
こ
で

初
め
て
幕
府
の
内
情
や
京
の
情
勢
を
知
っ

た
鼎
蔵
は
、
急
ぎ
肥
後
へ
と
帰
国
し
、
藩

の
同
士
を
集
め
報
告
を
行
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
ろ
、
公
武
合
体
派
の
薩
摩
（
鹿

児
島
県
）
も
藩
主
・
島
津
久
光
が
兵
１
千

名
余
を
率
い
て
、上
京
の
途
に
就
き
ま
す
。

遅
れ
る
こ
と
、
肥
後
勤
王
党
に
も
勅
命
が

下
り
、
親
兵
が
命
ぜ
ら
れ
ま
す
。
鼎
蔵
ら

肥
後
勤
王
党
の
親
兵
54
名
も
上
京
。
寺
町

御
門
守
備
や
三
条
実
美
邸
の
警
護
に
あ
た

り
ま
す
。

　

し
か
し
、文
久
3
年（
1
8
6
3
）8
月
、

薩
摩
が
攘
夷
派
の
長
州
を
朝
廷
か
ら
追
い

出
す
「
政
変
」
が
勃
発
。
こ
の
時
、
肥
後

勤
王
党
は
長
州
と
行
動
を
共
に
し
、
七
卿

と
と
も
に
鼎
蔵
も
長
州
へ
と
逃
れ
た
の
で

し
た
。
こ
の
戦
い
で
、
肥
後
勤
王
党
の
親

兵
は
解
散
し
ま
す
が
、
肥
後
勤
王
党
は
ひ

そ
か
に
上
京
、
再
び
長
州
の
攘
夷
勢
力
の

復
活
に
尽
力
し
た
の
で
し
た
。

　

元
治
元
年
（
1
8
6
4
）6
月
5
日
、

鼎
蔵
を
は
じ
め
と
す
る
肥
後
や
長
州
の
勤

王
党
浪
士
ら
20
数
名
は
京
都
三
条
の
池
田

屋
に
集
合
。
朝
廷
内
に
尊
皇
攘
夷
派
の
勢

力
回
復
を
目
指
す
べ
く
密
議
が
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。
こ
の
時
、
京
都
所
司
代
・
松
平

容
保
に
知
れ
、
三
条
の
警
護
に
あ
た
っ
て

い
た
近
藤
勇
率
い
る
新
撰
組
に
襲
撃
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
が
世
に
有
名
な
「
池
田
屋
騒

動
」。
浪
士
ら
は
必
死
に
応
戦
し
ま
す
が
、

　

宮
部
鼎
蔵
は
、先
祖
宮
部
家
の
遺
訓
を

守
っ
た
人
。
鼎
蔵
の
思
想
は「
孝
忠
」の
言

葉
に
あ
り
ま
す
。
親
に「
孝
」、天
皇
に

「
忠
」、こ
の「
孝
忠
」に
尽
き
ま
す
。
鼎
蔵

は
こ
の
言
葉
に
は
じ
ま
り
、こ
の
言
葉
に
終

わ
っ
た
と
わ
た
し
は
結
び
ま
す
。
忠
実
に

家
系
に
生
き
た
、そ
れ
が
鼎
蔵
の一
生
。
弟

（
春
蔵
）も
一
緒
で
す
。
ま
た
、奥
さ
ん（
え

み
）へ
宛
て
た
手
紙
に
は
、愛
妻
家
で
も
あ

り
子
煩
悩
な
一
文
が
あ
り
ま
す
。
鼎
蔵

は
、国
を
思
い
、熊
本
を
思
い
、自
分
の
郷
土

を
思
っ
た
人
。
生
ま
れ
た
時
代
は（
江
戸

末
期
の
）幕
末
。
幕
末
の
動
乱
の
中
で
、人

が
個
人
の
名
誉
に
走
る
時
代
に
あ
っ
て
、信

念
や
志
を
持
ち
時
代
に
忠
実
に
生
き
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

郷
土（
御
船
町
）に
は
、5
人
の
先
哲
が
い

ま
す
。
自
分
た
ち
の
地
域
か
ら
、こ
の
よ
う

な
天
下
国
家
を
見
つ
め
て
、働
い
て
、命
を
す

て
た
と
い
う
人
は
鼎
蔵
だ
け
で
す
。
こ
の
犠

牲
的
な
精
神
を
学
ば
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、こ
の
こ
と
を
後
に
伝
え
る
た
め

に
は
、鼎
蔵
を
顕
彰
す
る
以
外
に
あ
り
ま

せ
ん
。
公
の
た
め
に
な
る
教
育
を
家
庭
教

育
で
も
学
校
教
育
で
も
す
る
。
親
を
大
事

に
す
る
。
家
族
を
大
事
に
す
る
。
公
の
た

め
に
な
る
よ
う
な
こ
と
が
鼎
蔵
の
思
想
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

顕
彰
す
る
た
め
に
は
、慰
霊
祭
と
顕
彰

事
業
は
続
け
て
も
ら
い
た
い
。
慰
霊
祭
は

地
元（
上
野
地
区
）の
人
だ
け
で
は
な
く
、

（
御
船
）町
民
の
人
た
ち
が
鼎
蔵
を
顕
彰
す

る
そ
の
心
根
は
広
く
あ
っ
て
も
い
い
と
思
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
、も
う
少
し
社
会
教
育

に
結
び
つ
け
、生
か
し
て
い
く
方
法
は
な
い

だ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。

天
下
大
勢
の
京
へ
諸
藩
上
洛

京
都
池
田
屋
で
襲
撃
事
件

手
勢
多
数
の
た
め
、
浪
士
ら
は
殺
さ
れ
、

ま
た
は
召
し
捕
ら
え
ら
れ
ま
す
。
鼎
蔵
も

戦
い
の
さ
な
か
深
手
の
重
傷
を
負
い
、
そ

の
場
で
自
刃
し
た
と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
享
年
45
歳
。
志
半
ば
で
波
乱
の
生

涯
を
こ
こ
に
終
え
た
の
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
鼎
蔵
が
亡
く
な
っ
て
か
ら
わ

ず
か
5
年
後
、
日
本
は
明
治
維
新
を
迎
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
御
船
町
は
、
偉
大
な
先
哲
、
宮
部

鼎
蔵
を
輩
出
し
た
縁
あ
る
土
地―

―

。
幕

末
と
い
う
動
乱
の
さ
な
か
、
国
の
行
く
末

を
案
じ
、
そ
し
て
自
ら
の
信
念
と
志
を
高

く
持
ち
続
け
た
鼎
蔵
は
、
今
も
尚
、
町
民

の
誇
り
で
あ
る
こ
と
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
地
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち
は
、

鼎
蔵
の
志
を
語
り
継
ぐ
こ
と
こ
そ
課
せ
ら

れ
た
使
命
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か･･･

。

宮
部
兄
弟
供
養
祭

鼎
蔵
か
ら
学
ぶ
べ
き
信
念
と
志
の
心

町
全
体
で
顕
彰
す
る
心
根
を
広
め
る

←吉田松陰（1830-1859）。6歳で山鹿流兵学師範の吉田家を継ぎ、19歳で兵学師範として独立。
21歳の時、諸国修行で九州や関東、東北、関西を遊歴。松下村塾を主宰し、久坂玄瑞や高杉
晋作、伊藤博文らを育てた（萩博物館所蔵）。

↑宮部鼎蔵が母方の草野家へ贈った書。もてなしへ
の礼がしたためられている（草野征勝氏所蔵）。

決死の覚悟と揺るぎない信念
大勢がうごめく京へ鼎蔵上る

↑文久2年（1862）1月、鼎蔵が京へ上洛する際に
家にのこした遺書（七滝中央小学校所蔵）。

宮部兄弟顕彰会会長の

川部 寅男 さん  （上野・71歳）

御船町郷土史家

奥田 盛人 さん
　　　　　　（七滝・90歳）

い
ざ
子
供
馬
に
鞍
お
け
九
重
の

御
階
の
桜
散
ら
ぬ
そ
の
ま
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
実

い
ざ
子
供
馬
に
鞍
お
け
九
重
の

御
階
の
桜
散
ら
ぬ
そ
の
ま
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
実

い
ざ
子
供
馬
に
鞍
お
け
九
重
の

御
階
の
桜
散
ら
ぬ
そ
の
ま
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
実

で　

わ

ご
ん
だ
い  

な  

ご
ん

た
だ
の
り

ち
ん
ぜ
い

か
わ

こ
う  

ぶ  

が
っ
た
い

さ
つ 

ま
し
ち
き
ょ
う

め

せ
ん
て
つ

は
い
し
ゅ
つ

ゆ
か
り

と

じ 

じ
ん

き
ょ
う
ね
ん

こ
こ
ろ
ざ
し
な
か

ち
ょ
く
め
い

ろ
う  

し

し
ょ  

し  

だ
い

し
ん
せ
ん
ぐ
み

い  

く
ん

の
ち

け
ん
し
ょ
う

こ
う
ち
ゅ
う

こ   

ぼ
ん
の
う

こ
ん
ど
う
い
さ
み

ま
つ
だ
い
ら

か
た
も
り

さ
ん
じ
ょ
う
さ
ね
と
み

ち
の
す
け
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御船町選挙管理委員会

光永 信一 委員長

役場ニュース 御船町役場へのご用件は直通電話が便利です

　参議院選挙では、町全体の投票率
が伸び、郡内や県の平均を上回ってい
ます。これは景気が低迷するなかで国
の政治に対して、有権者が高い関心を
示した現れだと思います。また（選挙日
前に投票ができる）期日前投票の利用
者が増えたことも大きいと言えます。一
方で、投票時間と投票所の課題もみら
れました。まず、投票時間ですが、午後５
時以降の投票率が思うほど伸びていま
せん。次に、スロープや手すりの設置が
難しい投票所が確認されています。選
挙は安心して安全に一人でも多くの方
に投票していただくことが大前提です。
選挙管理委員会では、投票時間の見
直し、13ヵ所ある投票所の再編も視野
に入れて、御船町の現状を踏まえた十
分な検討が必要と考えます。開票では、
事務に従事した職員一人一人が高い
意識で夜遅くまで真剣に頑張ったこと
が時間短縮へとつながりました。感謝し
ています。

　

参
議
院
議
員
（
選
挙
区
、比
例
代
表
区
）

の
選
挙
が
7
月
11
日
、
町
内
13
ヵ
所
の

投
票
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

町
の
当
日
の
有
権
者
数
は
、
1
万

5
0
2
4
人
（
男
性
7
0
3
7
人
、
女
性

7
9
8
7
人
）
。
投
票
率
は
65
・
20
％

で
、
前
回
（
平
成
19
年
）
の
64
・
04
％

を
1
・
16
％
上
ま
わ
り
ま
し
た
。

　

投
票
率
が
伸
び
た
理
由
に
「
有
権
者

の
約
13
％
に
あ
た
る
2
0
7
6
人
が
期

日
前
投
票
を
す
ま
せ
る
な
ど
、
選
挙
へ

の
意
識
が
高
か
っ
た
」
と
町
選
挙
管
理

委
員
会
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

時
間
帯
別
で
み
た
投
票
割
合
で
は
、
午

前
7
時
〜
午
後
5
時
ま
で
に
全
体
の
86
・

46
％
が
投
票
を
済
ま
せ
て
い
る
一
方
で
、

午
後
5
時
以
降
は
投
票
者
の
足
も
伸
び
悩

ん
で
い
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
投
票
終
了
後
、
午
後
9
時
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
即
日
開
票
を
実
施
。

本
町
で
は
、3
年
前
か
ら
職
員
の
意
識
改

革
と
し
て
、
開
票
の
時
間
短
縮
に
挑
戦
。

開
票
事
務
の
効
率
化
を
図
り
、
選
挙
人
へ

い
ち
早
く
開
票
結
果
を
報
告
す
る
こ
と
が

最
大
の
ね
ら
い
で
す
。

　

そ
こ
で
独
自
の
開
票
方
法
と
し
て
❶
全

体
に
指
示
を
出
す
司
令
塔
の
設
置
❷
開
票

台
の
高
さ
を
調
整
❸
開
票
工
程
に
応
じ
て

職
員
が
移
動
❹
ゼ
ッ
ケ
ン
の
着
用―

な

ど
、
票
の
流
れ
に
よ
っ
て
職
員
が
最
も
効

果
的
に
動
き
、
無
駄
な
時
間
を
出
さ
な
い

よ
う
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

事
前
に
会
議
や
リ
ハ
ー
サ
ル
を
重
ね
、
よ

り
正
確
で
迅
速
な
開
票
の
流
れ
を
確
認
し

て
本
番
に
臨
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
選

挙
区
と
比
例
代
表
区
を
合
わ
せ
１
時
間
45

分
で
終
了
。
前
回
よ
り
実
に
45
分
の
時
間

短
縮
に
見
事
成
功
し
ま
し
た
。

　

町
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、「
リ
ハ
ー

サ
ル
で
比
例
候
補
者
の
記
載
を
想
定
し
た

こ
と
で
本
番
も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
。
し

か
し
疑
問
票
な
ど
が
多
く
思
い
の
ほ
か
時

間
を
要
し
た
」
と
分
析
し
、
今
後
の
検
討

課
題
と
し
て
い
ま
す
。
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投
票
率
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見
る
選
挙
の
意
識

課
題
は
投
票
時
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と
場
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投
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で
見
る
選
挙
の
意
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課
題
は
投
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時
間
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投
票
率
で
見
る
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の
意
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題
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間
と
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所
に

選 挙選 挙選 挙
問　選挙管理委員会事務局（総務課内）

　　　　　　　　　　　　　　☎282－１111

参院選の投票率65.2％
開票は45分短縮に成功

 

時間帯別でみた投票割合（比例代表区）

60.03%

26.43%

6.00%

5.14% 2.40%

22

※あん分の結果、票数 0.001 を切り捨て。

開票台で一斉に票の仕分け作業を行う職員と
開封した投票箱の中身を確認する開票立会人

※あん分の結果、票数 0.006 を切り捨て。
　選挙区と比例代表区はともに得票総数などの多い順に掲載。

※時間は、県選挙管理委員会への報告時間を掲載。

※投票所ごとの投票率には期日前投票と不在者投票を含んでいます。

自由民主党

民　主　党

みんなの党

日本共産党

日本創新党

民主党

自由民主党

公明党

みんなの党

国民新党

日本共産党

社会民主党

たちあがれ日本

新党改革

日本創新党

幸福実現党

女性党

まつむら祥史

本田　浩一

本田あきこ

あだち安人

まえだ武男

4,053.000

3,775.807

1,128.192

229.000

191.000

43.22

40.27

12.03

2.44

2.04

3,177.369

2,694.627

1,512.000

853.276

282.000

210.000

193.904

145.000

119.000

78.818

59.000

53.000

33.88

28.73

16.12

9.10

3.01

2.24

2.07

1.55

1.27

0.84

0.63

0.56

政　党 候補者 得票数 得票率

　午後9時、光永信一町選挙管理委員長の「開票
を開始してください」の声を合図に開票事務が開
始された。各投票所の町民の意思が込められた28
個の投票箱を一斉に開封。選挙区と比例代表区
に分離された8つの開票台に合わせて約2万の票
が出される。すぐさま候補者氏名や政党名ごとに用
意されたイチゴパックで仕分け作業に移る。司令塔
の宮川一幸係長が進ちょく状況に応じ、職員の移
動をゼッケン番号で指示。職員はフル稼働で黙 と々
任務をこなす。確認係や計算係、票数確認係など
を順次経由して、最終の計算係で票の積み上げ作
業が進む。また、判断しがたい票や他事が記載され
た票などは審査係で正確な審議が並行する仕組
みに。無駄な時間を徹底的に省いた結果、次のよう
な成果がもたらされた。

選　挙　区
比例代表区
開票事務員

1時間30分
2時間30分
63人

1時間16分
１時間45分
67人

▲14分
▲45分
4人

区　分 前　回
(平成19年 )

今　回
( 平成22年 ) 比 較

選挙区投票所ごとの投票率（選挙区）

比例代表区

政党名 得票総数 得票率
進化を繰り返す御船スタイル

◉ポイント
7時から17時までに全
体の86.46％が投票を済
ませている。19時以降
は2.40％と伸び悩んだ。

18時～19時 19時～20時

7時～12時

投票者
9,796人

17時～18時

12時～17時

61.91%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

65.08%

65.20%

68.26%

64.33%

67.51%

82.89%

67.90%

86.44%

77.54%

62.21%

70.31%

69.64%

73.18%

60.53%

61.56%

 

第１投票所（御船中学校体育館）

第２投票所（滝尾小学校体育館）

第３投票所（水越分館）

第４投票所（旧七滝小学校体育館）

第５投票所（七滝中央小学校体育館）

第６投票所（田代東部分館）

第７投票所（浅の藪公民館）

第８投票所（間所公民館）

第９投票所（北田代公民館）

第10投票所（中野公民館）

第11投票所（木倉小学校体育館）

第12投票所（高木小学校体育館）

第13投票所（小坂小学校体育館）

御船町全体

上益城郡平均（５町）

熊本県平均（44市町村）

443311 投票結果 開票事務 開票結果

投票分析



Public Relations Mifune Town, 2010.89 8
身近な話題や情報をおまちしています。ご連絡は役場広報担当（☎282‒1111）までお気軽に。

上益城地区保護司会啓発パレード

犯罪や非行を防ぐ地域のチカラ

熊本健康おじゃめ大会

おじゃめブーム到来の予感

はいでん へいでん

熊野座神社で落成式

神の社を150年ぶりに建替え

　7月30日、田代地区の熊野座神社で拝殿と幣殿の建
て替えを祝う落成式が行われました。同神社は、文久元
年（1861）4月に建築。これまで屋根の改修や本殿の修
復工事などを行い、地域と共に歴史を刻んできました。
しかし近年、老朽化が著しかったため建て替えを決意
しました。構造は、木造平屋建て、延べ床面積約50平方
㍍。建築費には、氏子積み立てや約110人の一般寄附が
充てられています。住永一代表（田代）は、「立派な神社
ができました。地域で大事に100年も200年も利用して
いければ」と話していました。

上野保育園親子交流会

くまモン隊がやってきた

　上野保育園（小田芳子園長、38人）で7月22日、親子交
流誕生会が行われ、県のPRキャラクター「くまモン」
が御祝いに駆けつけました。これは来年3月の九州新
幹線開通に向けてくまモン隊が県内各地でイベントに
参加しているもので、園側が誕生会にあわせて依頼し
実現したもの。テーマソングに合わせ、くまモンと一
緒に体操をしたり、「サプライズクイズ」を楽しんだ園
児たち。その後は親子でくまモンイラストの入ったエ
コバッグ作りにも挑戦。ふるさと熊本の良さを再発見
できた楽しい時間が過ごせたようです。

　熊本健康おじゃめ大会（熊本おじゃめの会主催）が7
月24日、カルチャーセンターで開催され、個人戦や団体
戦でおじゃめの技術を競いました。この大会は、お
じゃめを通した健康づくりを目的として、今年で15回
目。県大会が熊本市以外での開催は大会初。競技は、
おじゃめを片手や両手で2～4個回すほか、二人一組
のペアで交互におじゃめを回し、落下するまでの時間
を競います。参加した小学生から高齢者までの約150人
は、巧みな手さばきでおじゃめを体の一部のように
操っていました。また、おじゃめの会御船支部（増田み
ち子支部長）もスタッフとして参加し、大会の運営をサ
ポートしていました。今大会は、来年10月16日に御船
町で開催される、ねんりんピック「健康おじゃめ大会」
に向けて大きな弾みとなったようです。

　「明るい社会づくり運動」が7月6日、上益城地区保
護司会御船分会（浦田博会長）と御船地区更生保護女性
会（金澤順子会長）の会員37人が御船警察署管内（御船、
甲佐、嘉島、益城）で啓発パレードを行い、明るい社会づ
くりを呼びかけました。これは、犯罪や非行の防止、罪
を犯した人の更生への理解、犯罪や非行のない明るい
社会を築こうとする全国的な運動で、今年で60回目。
管内4町の役場を訪問して、千葉景子法務大臣と蒲島
郁夫熊本県知事からのメッセージを各町長に手渡した
後、車に分乗して各地を巡回しました。さらに7月20
日、御船町保護司会（眞淵正信会長）と御船地区更生保
護女性会の会員13人が、御船町内全域を車で巡回して
啓発パレードを実施。町内の各スーパー前で街頭啓発
を行いました。

くまモンと一緒に記念撮影

150年ぶりに建築された熊野座神社の落成式に出席した関係者

難易度が最も高い両手4個で並みいる年配者を抑え3位に輝いた田中紗也
香さん（中央）。「おじゃめは小学3年の時に学童で教えてもらったことが
きっかけ。大会で多くの人とふれあいができた」と話していた

7月6日に御船町役場を訪問して玄関前で行われた啓発パレード
（上益城地区保護司会御船分会提供）

本山浩二氏に法務大臣表彰

身近な人権相談役に感謝状

　このほど、本山浩二氏（滝川）に千葉景子法務大臣
から感謝状が贈られました。本山氏は、平成13年5月に
地域からの厚い信頼と広い見識が認められ、法務大臣
から人権擁護委員に任命されました。以降、上益城郡
5町で組織される御船人権擁護員協議会に所属。熊本
地方法務局御船支局（7月20日付け熊本市へ統合移転）
を拠点に地域の人権を守るため、相談や啓発、救済な
どの活動にあたり、3期9年の長きにわたり尽力され
ました。本山氏は「人権擁護委員として得た知識を今
後の社会福祉で貢献したい」と話していました。

小坂小4年生が水の学習

おいしい御船の水を学ぶ

　小坂小学校（三浦克洋校長、172人）4年児童23人が7
月7日、町が管理する水道施設・第3水源地（滝川）で
水の学習を行いました。同施設は、阿蘇から豊富に流
れ出る地下水をくみ上げ瓜山配水地に送る機械を備
え、平成13年に稼動。日当たり400万㍑を取水し平坦地
域約1,500世帯に水を供給しています。児童たちは、電
気計装設備や送水ポンプ、取水ポンプなどを順次見学。
その後、設けられた質問タイムでは「御船町で水の年間
使用料は？」「だれが（第3水源地の）名前をつけた
の？」などを町職員に尋ねていました。

7月13日に役場応接室で行われた伝達式で表彰状を受けとる
本山浩二氏（右）

貯水タンクに蓄えられている約2,000㌧の水を見学する児童
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ラ
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ト
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た
て
に
描
い
て
ね

C o m m u n i t y  M i f u n e

イラスト
コーナー

まちへのみなさんからのお便りをご紹介します。 まちへの

坂
ジ
ュ
ニ
ア
の
特
集
、
表
紙
か
ら
5
ペ
ー
ジ
ま

で
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
毎
日
雨
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う
っ
と
う
し
い
日
々
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送
っ
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ま
し
た
。
小
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小
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記
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今
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梅
雨
を
終
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て
く
れ
た
よ
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な
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子
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。
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す
。
取
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に
行
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れ
た
広
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担
当
の
方
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た
。　
　
　
　

  

（
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Ｓ
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学
生
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頑
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い
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学
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。
小
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ュ
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（
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。
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。
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。
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け
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っ
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青春昔話青春昔話青春昔話
町内に勤務する先生に、子どものころの
思い出を話してもらうコーナーです。
町内に勤務する先生に、子どものころの
思い出を話してもらうコーナーです。
町内に勤務する先生に、子どものころの
思い出を話してもらうコーナーです。
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このコーナーでは、みなさんからのお便りをお待ちしています。
どんなことでもかまいません。どしどしお送りください。広報クイズの答えもお忘れなく。

《あて先》 〒861-3296 御船町役場「おたより」係　※住所を書かなくても届きます。

《Eメールアドレス》　kanri@town.mifune.lg.jp
※匿名希望の場合は、氏名の横にその旨を明記してください。ペンネームでもかまいません。

面
差
し
の
孫
に
よ
く
似
る
幼
子
が
と
な
り
に
座
る
夕
暮
れ
の
バ
ス

市
川　

結
子

ゴ
ー
ヤ
苗
実
に
、
日
覆
い
に
、
と
育
て
お
り
肥
料
と
水
を
与
え
楽
し
む

甲
斐
レ
イ
子

慣
い
と
て
廂
へ
投
げ
上
ぐ
菖
蒲
、
蓬
、
年
々
歳
々
願
い
変
わ
ら
ず

金
森　

英
子

九
十
余
年
生
き
来
し
我
に
風
そ
よ
ぐ
残
る
命
は
神
に
ゆ
だ
ね
む

北
村
や
よ
い

朝
毎
に
隣
家
の
姉
妹
の
足
音
を
窓
に
聞
き
つ
つ
命
若
や
ぐ

古
閑
喜
美
子

振
り
向
き
て
見
れ
ば
八
十
路
は
は
る
か
な
り
炎
天
下
歩
む
吾
の
幻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

平
野　

文
子

夕
ぐ
れ
の
迫
る
棚
田
に
老
夫
婦
何
語
り
い
む
鍬
を
拭
き
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
本　

京
子

滝
離
れ
現
に
戻
る
ま
で
の
径　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

緒
方　
　

新

空
っ
ぽ
の
郵
便
受
け
に
蝸
牛　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

緒
方　

宣
子

濡
る
る
石
一
歩
一
歩
の
滝
見
か
な　
　
　
　
　
　
　
　

  
常
石　

和
子

滝
の
前
離
る
る
人
の
目
の
清
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

  
渡
辺
ケ
イ
子

七
夕
や
目
立
た
ぬ
や
う
に
願
ひ
ご
と　
　
　
　
　
　
　

  

守
田　

律
子

村
人
の
心
支
へ
る
滝
神
社　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

赤
星　

和
子

空
ま
で
も
通
す
勢
ひ
夏
木
立　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

黒
田　

順
子

低
価
格　

バ
ス
停
か
ら
が
遠
い
土
地　
　
　
　
　
　
　

  

増
永　

笑
和

胸
ェ
来
ん　

早
よ
う
か
ら
お
ら
ん
日
曜
日　
　
　
　
　

  

坂
本　

周
礼

そ
ら
あ
嫌　

そ
が
ん
大
役
引
き
受
け
ち　
　
　
　
　
　

  

平
野　

千
鶴

い
か
ん
い
か
ん　

赤
提
灯
の
誘
い
よ
る　
　
　
　
　
　

  

吉
田　

楽
園

嬉
し
か
ろ
う　

冥
土
の
ぞ
い
て
来
ら
し
た
つ　
　
　
　

  

鳥
井　
　

蘭

向
こ
う
見
ず　

金
も
無
い
の
に
立
候
補　
　
　
　
　
　

  

江
藤　

お
竜

も
う
よ
か
ろ
う　

飲
ま
せ
す
ぎ
っ
と
守
り
せ
に
ゃ
ん　

  

河
地　

ゆ
き

省
エ
ネ
、
エ
コ
カ
ー
、
消
費
税
、
そ
の
上
光
る
フ
ァ
イ
バ
ー
ま
で

先
進
国
と
云
う
け
れ
ど
、
と
か
く
こ
の
世
は
住
み
に
く
い

民
の
心
を
揺
ら
す
大
世
相
ぶ
れ
な
い
で
菅
総
理

内
村　

孝
子

高木保育園で7月18日に行われた「高木ふれあい祭り」。園児
とその家族や地域住民参加で活気に溢れる会場。浴衣に身
を包んだ園児たちは夜店に並び、買い物やゲームを楽しみま
した。祭りを盛り上げようと現れたのは“マモレンジャー”。
夏の夜の楽しい思い出がひとつ刻まれたようです。

▼中学3年の卒業アルバムから（左奥）。昭和38年4月に建築さ
れた七滝中学校の新校舎（～平成19年3月廃校）では宿題忘れ
があるとよく廊下で正座をさせられていたとか…

旬の一枚

先生の

お
も 

ざ

ま
ご

お
さ
な
ご

に

す
わ

ゆ
う 

ぐ

な
え 

み

ひ  

お
お

そ
だ

ひ
り
ょ
う

み
ず

あ
た

た
の

の
こ

い
の
ち

わ
れ

か
ぜ

か
み

き

よ 

ね
ん  

い

と 

な 

り

し  

ま
い

あ
し
お
と

あ
さ
ご
と

ま
ど

き

い
の
ち
わ
か

ふ

む

ゆ
う

せ
ま

た
な 

だ

ろ
う
ふ
う 

ふ  

な
に
か
た

く
わ

ふ

み

や   

そ　

じ

う
つ
つ

み
ち

ぬ

か
た
つ
む
り

き
よ

い
き
お

め
い  

ど

も

え
ん
て
ん  

か 

あ
ゆ      

わ
れ   

ま
ぼ
ろ
し

な
ら

ひ
さ
し

な

あ

し
ょ
う
ぶ 

よ
も
ぎ

ね
ん
ね
ん
さ
い
さ
い
ね
が

か
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ムゾラシカムゾラシカムゾラシカ
可
愛
い
孫
と
一
緒
に
暮
ら
す

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に

孫
の
話
を
し
て
も
ら
う
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

※「ムゾラシカ」は御船弁で「可愛らしい」の意味です。

ニック先生の英会話

English-Japanese
最終回

Good Bye
さようなら

Hello everyone. I will be returning to Alaska this month. I had a 
wonderful time in Mifune. I enjoyed teaching at all of the schools in 
Mifune and meeting so many different people. I hope that you all 
had a great time visiting with me, and reading my small posts in 
the Mifune kouhou. If any of you are interested, I hope that you 
someday get the chance to come to Alaska and experience 
everything that Alaska has to offer. I may be moving back to 
Alaska, but I know I will visit Japan again. Maybe we will be able 
to meet again. I hope you continue your interest in English.
Thank you all very much,
   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Nickolas Botkin

和訳例
皆さん、こんにちは。わたしは、アラスカに帰ります。
御船はとても楽しくて、素晴らしかったです。御船のいろいろ
な学校で教えることも、いろいろな人に会うことも、とても嬉
しく思いました。皆さんも、わたしと話したり、広報の記事を
読んだりすることも楽しんでもらえていたら嬉しいです。そし
て、興味がある人は、チャンスがあれば、アラスカでの素晴ら
しい経験をしに、わたしの故郷、アラスカに来てください。わ
たしはアラスカに帰りますが、絶対に日本にまた来ますので、
会うチャンスはまだあるでしょう。わたしが帰った後も、英語
の興味を持ち続けてくれたら嬉しいです。
今までいろいろありがとうございました、
　　　　　　　　　　　　　　　バトキン・ニコラス　より

　

今
年
の
3
月
末
、東
京
に
住
ん
で
い
た
娘
家
族
が
父
親
の
転

勤
と
長
女
の
小
学
校
入
学
を
き
っ
か
け
に
御
船
に
戻
っ
て
き
ま

し
た
。現
在
、単
身
赴
任
中
の
父
親
と
離
れ
て
、わ
た
し
た
ち
と

一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。御
船
小
学
校
に
入
学
し
た
ば
か
り

の
長
女・亜
尊
は
新
し
い
環
境
に
も
慣
れ
、最
近
は
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
習
っ
て
ぎ
ょ
う
ざ
作
り
に
挑
戦
中
で
な
か
な
か
上
手
な
ん

で
す
よ
。二
女・凛
の
楽
し
み
は
幼
稚
園
の
プ
ー
ル
遊
び
。姉
妹

の
中
で
も
一
番
元
気
で
す
。末
っ
子
の
宥
は
お
絵
か
き
が
大
好

き
な
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
っ
子
。娘
は
4
人
目
の
孫
を
授
か
り
、学
校

や
幼
稚
園
の
行
事
へ
の
参
加
は
赤
星
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
も

協
力
を
得
て
い
ま
す
。祖
父
母
と
暮
ら
す
毎
日
の
生
活
の
中

で
、基
本
的
な
生
活
の
リ
ズ
ム
や
あ
い
さ
つ
、礼
儀
な
ど
が
自

然
に
身
に
つ
い
て
い
っ
て
く
れ
た
ら
と
願
い
ま
す
。孫
と
暮
ら

せ
る
時
間
を
大
切
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

わたしにとっての
日本一日本一

わたしにとっての
日本一

連載
28

 

（
話
／
え
み
子
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
）

広報クイズ広報クイズ広報クイズ
　問題をよく読んで、3つの答えの中から
正しいものを選び、ハガキに書いて送って
ください。全問正解者の中から抽選で10
人の方に図書カードをプレゼントします。

問① 鼎蔵少年が居眠りをした場所はどこで
しょう？

　 Ａ―群見坂
　 Ｂ―妙見坂
　 Ｃ―城山公園

  （ヒント・家族みんなで考えよう）

◉応募方法
　ハガキに答え（例、①－Ａ）とあなたの住
所、氏名、年齢を書いて、〒861‒3296御船
町役場「広報クイズ」係まで郵送してくだ
さい。（コメントやイラストもお待ちし
ています）

◉締め切り 
　平成22年8月31日㊋　（当日消印有効）

◉7月号の正解
　①-Ｃ  ②-Ｂ  ③-Ｃ  ④-Ｃ  ⑤-Ｂ  

◉7月号の当選者
　応募総数31通で全問正解者は21通でした。
　抽選の結果、次の10人に図書カードをお
送りします。（敬称略）
増田　友理（滝　川）／神薗麻記子（高　木）
津﨑富美恵（滝　尾）／前田　鈴乃（滝　川）
長木ゆきよ（高　木）／宮﨑　悠香（木　倉）
くら田しゅうへい（滝　川）／榎田　日菜（辺田見）
内村　孝子（田　代）／坂本　玲奈（高　木）

問題

来月号は、9月にお誕生日を迎える満1歳から満3歳までの“みふねのアイドル”を募集します。
掲載希望の方は、8月31日㊋までに役場総務課広報担当（☎282-1111）までお申し込みください。

毎
日
の
生
活
の
中
で
学
ぶ
も
の

毎
日
の
生
活
の
中
で
学
ぶ
も
の

毎
日
の
生
活
の
中
で
学
ぶ
も
の

藤
嶋　

翔
一
さ
ん（
滝
川
・
66
歳
）・
え
み
子
さ
ん（
62
歳
）

赤
星　

亜
尊
ち
ゃ
ん
（
6
歳
）
・
凜
ち
ゃ
ん
（
4
歳
）

　
　
　
　

宥
ち
ゃ
ん
（
3
歳
）

あ
た
る

り
ん

ゆ
う

水遊びがとんでもなく大好
きななっちゃん。はやた兄
ちゃんのお世話も大好き♥
（丈也お父さん　美恵お母さん）

木山成海ちゃん（2歳）
小坂（平成20年8月28日）

き   やま なる  み

お友達がたくさんできて良
かったね。これからもお友
達と仲良く遊んでね!!
（祐二お父さん　美紀お母さん）

柄本瑞月ちゃん（2歳）
小坂（平成20年8月18日）

つか もと　み  づき

我が家のアイドル瑠夏ちゃ
ん。近頃はわがままプリン
セスへ昇格したようです。
（弘一お父さん　理奈お母さん）

平川瑠夏ちゃん（1歳）
高木（平成21年8月6日）

ひらかわ　る　 か

日々、新しいことばをしゃべり
だして家族中が大笑いの毎
日です。
（幸生お父さん　純子お母さん）

中村公亮くん（2歳）
滝尾（平成20年8月25日）

なかむら こう すけ

5月に妹が生まれてお姉
ちゃんになりました。これ
からも姉妹仲良くね!!
（昌義お父さん　尚子お母さん）

松下佳蓮ちゃん（3歳）
辺田見（平成19年8月28日）

まつした　か  れん

元気いっぱいの男の子です！
洋服のコーディネートにピン
クははずせません♥

（渉お父さん　さちお母さん）

竹下　鷲くん（3歳）
辺田見（平成19年8月13日）

たけした　　しゅう

いつも元気なあなたがいる
だけでみんな笑顔になりま
す。お誕生日おめでとう♥
（大樹お父さん　和代お母さん）

野口唯夏ちゃん（1歳）
田代（平成21年8月6日）

の  ぐち  ゆい か

ばあちゃんいつもあそんでく
れてありがとう。

（和広お父さん　かおりお母さん）

北永蒼依ちゃん（3歳）
木倉（平成19年8月1日）

きたなが あお   い

国際交流で次世代の人材育成を

多くの国々と姉妹都市を結び国際交流を図っていくこと
が大切と提唱する山村ルミさん

　
「
御
船
町
で
も
国
際
化
を
進
め
る
時
代
」
と
世
界
視

野
で
語
る
、山
村
ル
ミ
さ
ん
。国
際
連
合
職
員
と
し
て
、

世
界
を
舞
台
に
駆
け
回
る
日
々
。
そ
こ
で
先
進
諸
国

を
は
じ
め
、
各
国
の
教
育
体
系
や
異
国
文
化
を
、
そ

の
目
と
肌
で
感
じ
た
か
ら
こ
そ
国
際
社
会
の
重
要
性

を
指
摘
し
ま
す
。
山
村
さ
ん
が
現
在
の
職
業
を
決
め

た
き
っ
か
け
は
、
幼
少
期
に
読
ん
だ
一
冊
の
本
と
の

出
会
い
で
し
た
。
そ
こ
か
ら
、
自
分
が
進
む
べ
き
道

を
早
く
か
ら
決
断
し
た
と
い
い
ま
す
。
山
村
さ
ん
は
、

「
何
ご
と
も
興
味
を
持
つ
こ
と
（
が
前
提
）」
と
話
し

ま
す
。
つ
ま
り
、
自
分
が
何
を
し
た
い
か
の
情
報
を

入
手
し
て
、
具
現
化
す
る
か
が
重
要
で
す
。「
国
際
化

を
図
る
た
め
、
よ
り
多
く
の
国
々
と
姉
妹
都
市
を
結

び
、
人
材
交
換
を
す
べ
き
」
と
も
助
言
。
そ
う
し
た

取
り
組
み
が
御
船
町
の
次
世
代
を
担
う
多
く
の
人
材

を
育
て
る
体
系
が
構
築
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
山
村
さ

ん
は
、「
考
え
方
は
日
々
変
わ
っ
て
い
る
。
現
在
の
ま

ま
で
は
（
国
際
社
会
か
ら
）
取
り
残
さ
れ
ま
す
」
と

も
危
惧
。
そ
こ
で
御
船
町
の
山
間
地
域
の
環
境
を
活

か
し
た
「
山
村
留
学
」
や
「
山
村
リ
ゾ
ー
ト
」
な
ど

を
提
案
。
そ
の
幅
広
い
見
識
は
、
御
船
町
の
新
た
な

道
し
る
べ
と
な
り
そ
う
で
す
。

山村　ルミ さん

（熊本市在住・49歳）

 やまむら
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町
で
は
、「
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
」の
整
備
を

進
め
、平
成
23
年
3
月
か
ら
の
利
用
開
始
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
、イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
こ
と
の
な
い
人
を

対
象
に
、パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、こ
の
機
会
に
便
利
で
快
適
な
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
期　

日

▼
場　

所

　

役
場
3
階
大
会
議
室

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

Ｂ
Ｂ
Ｉ
Ｑ
相
談
受
付
窓
口（
役
場
内
）

　

☎
0
5
0
-6
6
2
1
-6
1
1
6

　

役
場
総
務
課
電
算
係

　

☎
2
8
2
-1
1
1
1

　

役
場
へ
寄
せ
ら
れ
る
苦
情
や
相
談
で
、ご

み
の
焼
却
を
め
ぐ
る
件
数
が
増
え
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
は「
近
所
で
ご
み
を
燃
や
し
て
い

る
人
が
い
る
」「
窓
も
開
け
ら
れ
な
い
」「
洗
濯

物
も
干
せ
な
い
」と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
。
庭
先
や
空
き
地
で
の
ご
み
焼
却

は
、煙
や
悪
臭
、灰
な
ど
に
よ
っ
て
近
隣
の
生

活
環
境
に
影
響
を
及
ぼ
す
ば
か
り
で
な
く
、

有
害
物
質
な
ど
の
発
生
の
原
因
と
も
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、家
庭
で
出
た
ご
み
は
野
外

で
焼
却
せ
ず
に
、必
ず
分
別
し
て
か
ら
ご
み

収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、家
庭

や
会
社
か
ら
出
た
ご
み
な
ど
の
野
外
焼
却
は

法
律
で
固
く
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

▼
例
外
的
な
焼
却

❶
伝
統
行
事（
ど
ん
ど
や
・
山
焼
き
）

❷
日
常
生
活（
落
ち
葉
焚
き
・
炊
事
）

❸
農
林
漁
業（
わ
ら
・
草
・
木
の
葉
）

❹
災
害
・
被
害
の
予
防
、応
急
対
策
・
復

旧
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
―
な
ど
の
焼

却
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、煙

や
に
お
い
が
近
所
迷
惑
と
な
ら
な
い
よ
う

十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

役
場
保
健
衛
生
課
環
境
衛
生
係

　

☎
2
8
2
-1
6
0
4

　

24
時
間
テ
レ
ビ
33「
愛
は
地
球
を
救
う
」

は
、今
年
で
33
回
目
を
迎
え
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
番
組
で
す
。
本
町
で
は
、公
民
館
御

船
分
館（
本
田
洋
一
分
館
長
）や
中
辺
田
見

区（
馬
場
洋
一
郎
区
長
）、若
宮
ク
ラ
ブ（
難

波
三
喜
男
）が
共
催
し
て
次
の
と
お
り
募
金

活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。
皆
さ
ま
か
ら
お
預

か
り
し
た
募
金
は
、「
24
時
間
テ
レ
ビ
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
委
員
会
」を
通
し
て
、地
球
環
境

保
護
支
援
や
福
祉
、災
害
緊
急
支
援
な
ど
に

役
立
て
ら
れ
ま
す
。

▼
期　

日　

8
月
29
日
㊐

▼
時　

間　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

▼
会　

場　

ホ
ー
ム
ワ
イ
ド
御
船
店
駐
車
場

　

県
で
は
、林
業
の
労
働
災
害
が
県
内
で
多

発
し
て
い
る
た
め
、死
亡
災
害
を
撲
滅
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
本
年
度
も
実
施
し
て
い

▶役場（時間外・休日の直通）
 ☎282‒1111
▶教育委員会
　（カルチャーセンター）
 ☎282‒0888
▶スポーツセンター
 ☎282‒4111
▶恐竜博物館
 ☎282‒4051
▶天君ダム
 ☎284‒2057
▶御船町甲佐町衛生施設組合
　（ゴミ焼却場） ☎282‒0688
▶吉無田高原「緑の村」
 ☎285‒2210
▶養護老人ホーム「オアシス」
 ☎282‒0459
▶浄水センター
 ☎282‒7066
▶御船地区衛生施設組合
　（し尿処理場） ☎282‒2970
▶社会福祉協議会
 ☎282‒0785
▶上益城消防署
 ☎282‒1955
▶御船警察署
 ☎282‒1110
▶上益城地域振興局
 ☎282‒2111
▶御船保健所
 ☎282‒0016
▶御船町地域包括支援センター
 ☎282‒2911
▶眺世庵
 ☎282‒0806

生活便利帳

Good Life Information

お
知
ら
せ

ま
す
。
特
に
夏
場
は
、熱
中
症
や
蜂
に
注
意

し
て
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
期　

間　

7
月
1
日
㊍
〜
8
月
31
日
㊋

▼
問
い
合
わ
せ

　

上
益
城
地
域
振
興
局
林
務
課

　

☎
2
8
2
-0
1
4
2

　

役
場
経
済
振
興
課
農
林
企
画
係

　

☎
2
8
2
-1
6
0
7

　

町
で
は
、「
温
か
く
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」

を
テ
ー
マ
に
呼
び
か
け
る「
家
庭
の
日
」推
進

メ
ッ
セ
ー
ジ
作
品
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
優

秀
作
品
に
は
賞
状
や
粗
品
を
贈
呈
す
る
ほ
か
、

カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
で
の
作
品
展
示
や
表

彰
式
を
お
こ
な
う
予
定
で
す
。

▼
応
募
資
格

▽
町
内
に
通
学
す
る
小
中
学
校
や
高
等
学

校
の
児
童
生
徒
▽
町
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
す
る
人

▼
応
募
内
容

▽
絵
画
の
部（
小
中
学
生
対
象
）／
八
つ
切

り
画
用
紙（
38
㌢
×
27
㌢
）で
縦
横
自
由

▽
標
語
の
部
／
字
数
は
15
字
前
後

▽
作
文
の
部
／
4
0
0
字
詰
め
原
稿
用
紙

4
枚
以
内

※
応
募
は
各
部
作
品
で
一
人
一
点
ま
で

▼
応
募
期
間　

7
月
15
日
㊍
〜
9
月
22
日
㊌

▼
提
出
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
2
8
2
-0
8
8
8

　

た
っ
た
ひ
と
つ
し
か
な
い
命
―
。
そ
の
命

の
尊
さ
を
家
族
や
友
達
、見
守
っ
て
く
れ
る

た
く
さ
ん
の
人
へ
の
気
持
ち
を「
一
行
詩
」

（
短
い
詩
）に
し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
入
賞

作
品
に
は
、表
彰
や
副
賞
が
贈
ら
れ
ま
す
。

▼
募
集
テ
ー
マ

「
心
の
声
が
聞
こ
え
ま
す
か
」

テ
ー
マ
例
▽
自
転
車
の
安
全
運
転
▽
高
齢

者
や
子
ど
も
の
事
故
防
止
▽
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
▽
飲
酒

運
転
の
根
絶
▽
反
射
材
用
品
の
着
用
な
ど

▼
応
募
期
間

　

8
月
2
日
㊊
〜
9
月
13
日
㊊

▼
応
募
対
象

　

県
内
在
住
の
小
学
生
以
上

▼
応
募
方
法　

50
字
以
内
で
一
人
2
作
品
ま

で
。
作
品
に
は
①
住
所
②
氏
名（
ふ
り
が

な
）③
年
齢
④
性
別
⑤
職
業（
学
校
名
・
学

年
な
ど
）⑥
電
話
番
号
―
を
明
記
。
ハ
ガ

キ
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、電
子
メ
ー
ル
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

▼
送
付
先

く
ま
も
と
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

〒
8
6
2
-0
9
5
0

熊
本
市
水
前
寺
６
丁
目
９
‐
５

Ⓕ
3
8
6
-0
3
3
8

　

http://w
w
w
.k-v-support.jp

▼
問
い
合
わ
せ

く
ま
も
と
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
3
8
6
-0
3
3
7

役
場
総
務
課
地
域
・
防
災
係

☎
2
8
2
-1
1
1
1

　

平
成
23
年
1
月
9
日
㊐
に
開
催
さ
れ
る

「
平
成
23
年
御
船
町
成
人
式
」の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
一
緒
に
企
画
し
て
い
た
だ
け
る
新
成
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者　

平
成
2
年
4
月
2
日
生
〜

　
　
　
　
　

平
成
3
年
4
月
1
日
生

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

　

☎
2
8
2
-0
8
8
8

 

 
 

 

野
外
で
の
ご
み
焼
却
は
禁
止
で
す

パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま
す

「
い
の
ち
の
う
た
」
作
品
を
募
集
中

募　

集

｢

家
庭
の
日｣

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
中

24
時
間
テ
レ
ビ
「
愛
は
地
球
を
救
う
」

御
船
会
場
で
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
募
金
を

林
業
労
働
災
害
撲
滅
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

一
生
の
思
い
出
に
残
る
成
人
式
を

一
緒
に
企
画
で
き
る
人
を
大
募
集

FILE❺

自動車　編

発進時、５秒間の省エネ意識
５秒間で20km/h程度に加速、十分な効果
年間でガソリン83.57Lの省エネ 約9,860円の節約

加減速の少ない運転
年間でガソリン29.29Lの省エネ 約3,460円の節約

早いアクセルオフ
年間でガソリン18.09Lの省エネ 約2,130円の節約

アイドリングストップ
５秒の停止でアイドリングストップ
短い時間のエンジン停止でも省エネ効果
年間でガソリン17.33Lの省エネ 約2,040円の節約

※年間削減量と年間走行距離、平均燃費は2,000cc普通乗用
車/年間10,000km走行とし、平均燃費11.6km/Lで計算。

ふんわりアクセル「ｅスタート」

省エネのススメ省エネのススメ省エネのススメ
家族で challenge ！ 地球を change!!

FILE❻

省エネ行動と省エネ効果省エネ行動と省エネ効果省エネ行動と省エネ効果

省エネ　レッスン

希望速度を５km/h低減
走ろうと思う速度を５ km/h だけ抑えて、余裕の運
転を。

道路の交通情報を活用して
迷ってウロウロはエネルギーのムダ。事前に調べて
から出かけましょう。

（参考資料／省エネルギーセンター「家庭の省エネ大事典」）

開催日

申し込みは先着順で60名限定

9月1日（水）

9月2日（木）

9月3日（金）

９:30～11:00
13:00～14:30
９:30～11:00
13:00～14:30
９:30～11:00
13:00～14:30

10名
10名
10名
10名
10名
10名

時　間 人数

 
　　　　　　

国勢調査は　みんなで描く

　　　　　  日本の自画像

　　　　　　　　 （平成 22 年国勢調査　標語）

　

総務省統計局

1 0月１日，国勢調査を実施します！
我が国が本格的な人口減少社会となっ
て実施する初めての重要な調査です。
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※
郵
送
は
、9
月
17
日
㊎
の
消
印
有
効

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

　

熊
本
市
九
品
寺
１
丁
目
11
-4

　
　
　
　
　
　

（
県
教
育
会
館
4
階
）

▼
願
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ

　

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本
県
支
部

　

☎
3
6
4
-5
0
0
5

　

上
益
城
消
防
組
合

　

☎
2
8
2
-1
9
5
5

▼
上
益
城
郡
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
絡
協
議
会

　

親
睦
会
・
荒
木
観
光
ホ
テ
ル
杯

（
6
月
25
日
／
荒
木
観
光
ホ
テ
ル
）

1
位
／
北　

向（
益
城
町
）

2
位
／
甲
佐
２（
甲
佐
町
）

3
位
／
水
越
１（
御
船
町
）

▼
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

（
6
月
28
日
／
町
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

1
位
／
吹
野
1　

2
位
／
高　

山

3
位
／
小　

坂

コ
ー
ト
賞
／
下
高
野
、西
部

▼
第
2
回
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
大
会

（
7
月
17
日
／
吉
無
田
高
原
緑
の
村
）

〔
赤
前
段
〕　　
　
　

①
平
井　

隆
德

　

②
光
永　

信
一　

③
阪
本　

一
弘

〔
青
前
段
〕　　
　
　

①
下
田　

昭
治

　

②
永
野　

廣
一　

③
中
内
千
惠
子

　

町
で
は
、町
内
の
小
中
学
校
で
図
書
室
の

司
書
が
で
き
る
事
務
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

2
名
程
度

▼
資
格
要
件

①
図
書
司
書
②
教
員
資
格
③
学
校
勤
務
経

験
―
の
い
ず
れ
か
。
ま
た
は
図
書
整
備
の

経
験
者
。

▼
雇
用
期
間　

平
成
22
年
10
月
〜

　
　
　
　
　
　

平
成
23
年
3
月
末

▼
事
務
内
容

▽
本
の
貸
し
出
し
▽
本
の
整
理
▽
図
書
室

の
環
境
整
備
▽
本
の
読
み
聞
か
せ

▼
勤
務
場
所　

町
内
7
つ
の
小
中
学
校

▼
募
集
期
間　

8
月
16
日
㊊
〜
9
月
3
日
㊎

▼
試
験
日　

　

9
月
中
旬

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
学
校
教
育
係

　

☎
2
8
2
-0
8
8
8

　

交
通
安
全
に
つ
な
が
る
日
常
の
会
話
や
実

践
例
、身
近
な
体
験
談
を
作
文
に
書
い
て
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
入
賞
作
品
に
は
、表
彰
や

副
賞
が
贈
ら
れ
る
ほ
か
、内
閣
府
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

▼
募
集
テ
ー
マ　
「
我
が
家
の
交
通
安
全
」　

テ
ー
マ
例
▽
自
転
車
の
安
全
運
転
▽
高
齢

者
や
子
ど
も
の
事
故
防
止
▽
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
着
用
▽
飲
酒

運
転
の
根
絶
▽
反
射
材
用
品
の
着
用
な
ど

▼
応
募
期
間

　

7
月
1
日
㊍
〜
9
月
10
日
㊎

▼
応
募
区
分

一
般
・
高
齢
者
の
部
▽
15
歳
以
上
お
よ
び

高
校
生
以
上（
中
学
生
を
除
く
）

▼
応
募
方
法　

1
2
0
0
字（
4
0
0
字
詰

め
原
稿
用
紙
3
枚
）程
度
。
応
募
作
品
に

は
①
題
名
②
応
募
区
分
③
氏
名（
ふ
り
が

な
）④
郵
便
番
号
・
住
所
⑤
年
齢
⑥
職
業

⑦
電
話
番
号
⑧
応
募
の
動
機
―
を
明
記
。

▼
送
付
先

㈱
海
風
社
内「
交
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー
作

文
係
」〒
５
４
０
‐
０
０
３
４
大
阪
市
中

央
区
島
町
２
‐
１
‐
１
０

　
ｓａｋｕｂｕｎ

@ｋａｉｆｕｓｈａ
.ｃｏ
.ｊｐ

▼
問
い
合
わ
せ

㈱
海
風
社
内「
交
通
安
全
フ
ァ
ミ
リ
ー
作

文
係
」☎
0
6
-6
9
4
3
-7
1
5
5

役
場
総
務
課
地
域
・
防
災
係

☎
2
8
2
-1
1
1
1

▼
日　

時　

8
月
9
日
㊊

▼
試
験
の
種
類

甲
種
危
険
物
取
扱
者

乙
種
危
険
物
取
扱
者（
第
1
〜
6
類
）

丙
種
危
険
物
取
扱
者

▼
試
験
日
・
場
所

　

11
月
7
日
㊐

　

熊
本
市
、八
代
市
、玉
名
市
、天
草
市

▼
願
書
受
付
の
期
間
・
場
所

　

9
月
7
日
㊋
〜
17
日
㊎

問い合わせ
・御船警察署交通課
　☎282‒1110
・役場総務課地域・防災係
　☎282‒1111（内線213）

問い合わせ
・御船警察署交通課
　☎282‒1110
・役場総務課地域・防災係
　☎282‒1111（内線213）

問い合わせ
・御船警察署交通課
　☎282‒1110
・役場総務課地域・防災係
　☎282‒1111（内線213）

目指そう
〝交通死亡事故ゼロの町〟

御船町交通死亡事故
ゼロ継続日数　836日

交
通
事
故
情
報

夏
休
み
期
間
中
の
安
全
運
転

寄　

付

善
意
の
輪

〔
赤
後
段
〕　　
　
　

①
吉
本　

義
賢

　

②
村
山
ト
モ
子　

③
其
川　

天
佑

〔
青
後
段
〕　　
　
　

①
野
村　

義
成

　

②
武
内
キ
ミ
子　

③
村
木　

縫
子

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ

　
【
香
典
返
し
】

　

（
ご
芳
名
）　

（
住
所
）　

 

（
故
人
）

前
永　

泰
憲
様
（
木　

倉
）　

光　

雄
様

岡
﨑　

昭
子
様
（
小　

坂
）
山
本
マ
キ
様

水
野
代
志
子
様
（
高　

木
）　

大
住
强
様

守
嶋　

昭
博
様
（
木　

倉
）　

類　

子
様

大
川　

修
一
様
（
高　

木
）　

ミ
サ
エ
様

持
田　

貴
史
様
（
滝　

川
）　

博　

文
様

　

永
由
紀
子
様
（
滝　

川
）　

隆　

一
様

高
村　

英
明
様
（
高　

木
）　

タ
マ
エ
様

山
内　

一
美
様
（
七　

滝
）　

義　

孝
様

麻
生　

信
行
様
（
辺
田
見
）　

康　

子
様

安
田　

茂
美
様
（
高　

木
）　

ミ
ス
子
様

　
【
一
般
寄
付
】　

山
川　

長
行　
　
　
　
　

様
（
滝　

川
）

▼
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ

キ
ッ
チ
ン
ふ
じ　
　
　
　

様
（
滝　

川
）

と
ら
や　

福
寿
亭　
　
　

様
（
滝　

川
）

ク
レ
イ
ン
パ
レ
ス
藤
木
屋　

様
（
御　

船
）

　

御
船
町
で
発
生
し
た
人
身
交
通
事
故

の
多
か
っ
た
場
所
は
「
直
線
道
路
」、

次
に
「
交
差
点
」
で
す
。
日
ご
ろ
、
通

り
慣
れ
た
道
や
運
転
し
や
す
い
直
線
道

路
に
こ
そ
思
わ
ぬ
危
険
が
潜
ん
で
い
ま

す
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　

現
在
、
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
過

ご
し
て
い
る
夏
休
み
の
真
最
中
で
す
。

夏
休
み
期
間
中
は
、
子
ど
も
た
ち
の
活

動
時
間
帯
が
普
段
と
違
い
ま
す
。
例
え

ば
、❶
早
朝
の
ラ
ジ
オ
体
操
❷
日
中
の

プ
ー
ル
登
校
❸
外
遊
び
❹
夕
方
の
帰
宅

―

な
ど
、
幅
広
い
時
間
帯
で
出
歩
く
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
も
、
先
生
の
指
導
や
交

通
安
全
教
室
を
通
じ
て
安
全
な
歩
行
や

自
転
車
の
乗
り
方
を
勉
強
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
ド
ラ
イ
バ
ー
も
見
通
し

の
悪
い
交
差
点
や
住
宅
地
を
通
る
際
に

は
、
急
な
飛
び
出
し
が
あ
っ
て
も
安
全

に
停
止
で
き
る
よ
う
「
徐
行
運
転
」
を

常
に
心
が
け
て
、
交
通
事
故
を
お
こ
さ

な
い
意
識
で
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 交通事故発生状況

※累計は１月からの数値です。
※日数と件数は7月末現在です。

交通事故 

人身事故

物損事故 

▼ 犯罪発生状況
　犯罪区分

自販機ねらい

車上ねらい

自転車盗難

オートバイ盗難

自動車盗難

空き巣

累　計

3件

2件

8件

3件

0件

2件

7月中

0件

1件

3件

0件

0件

0件

累　計

40件

189件

7月中

3件

26件

第
2
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

試　

験

安
心
安
全
の
窓

そ
の
他

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

学
校
図
書
の
司
書
を
募
集

交
通
安
全
の
作
文
を
募
集
中

　御船町管工事協同組合（沖祐身理事長）が7月16
日、町が管理する平坦地域の水道施設で清掃活動
に汗を流しました。同組合は、町内の水道事業者
などを中心に15社で組織され、平成7年に設立。
水道組合として町のために何かの貢献ができれば
と、平成14年からボランティアで清掃活動に取り
組んでいます。組合員は、第1～ 3水源地と御船・
瓜山配水地の五ヵ所にわかれて、施設内と周辺に
生い茂った草を刈り払い機などで切り、約3時間で
清掃作業を終えていました。

　県浄化槽協会上益城御船支部（緒方一也支部長）
が7月24日、木倉地区の門前川眼鏡橋や矢口橋な
ど一帯で清掃活動を行いました。同支部は、上益
城郡内の浄化槽業者など23社で組織、毎年水保全
事業で河川の清掃などを展開。本町からは法人6
社と同地区の組織代表4人が参加して、草刈り作業
に汗を流しました。西木倉の徳岡義人区長は、
「（清掃は）地域のため大変助かります」と感謝。ま
た作業中、京都から門前川眼鏡橋の見学があり、井
上孝嗣さんが急きょ史跡案内人を務めました。

ボランティアで河川の清掃

みんなの水道施設を草刈り

  Ｔ opics



　

夏
に
起
こ
り
や
す
い
身
体
の
症
状
と
い

え
ば
「
夏
バ
テ
」。
軽
視
し
て
、
放
置
す

る
と
ほ
か
の
病
気
を
引
き
起
こ
す
原
因
に

も
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
夏
場
に
注
意
し

た
い
４
つ
の
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

１　

水
分
の
過
剰
摂
取
で
食
欲
低
下

　

夏
場
は
、
の
ど
の
渇
き
か
ら
水
分
を
摂

取
す
る
量
が
増
え
ま
す
。
し
か
し
、
水
分

を
取
り
す
ぎ
る
と
胃
酸
を
水
分
が
薄
め
て

し
ま
い
、
せ
っ
か
く
取
っ
た
食
事
も
十
分

消
化
さ
れ
ず
栄
養
が
体
内
に
取
り
入
れ
ら

れ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
冷

た
い
も
の
は
胃
へ
の
負
担
が
か
か
り
、
食

欲
が
低
下
す
る
原
因
と
な
り
ま
す
。

 
２　

食
欲
の
低
下
で
栄
養
不
足
に

　

暑
く
な
る
と
、
神
経
や
筋
肉
の
働
き
を

支
え
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
の
消
耗
が
激
し
く

な
り
ま
す
。
食
欲
が
な
く
な
る
と
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
１
を
は
じ
め
エ
ネ
ル
ギ
ー
代
謝
に
欠

か
せ
な
い
、
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
類
の

摂
取
不
足
で
疲
れ
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
は
水
に
溶
け
や

す
い
た
め
水
分
を
取
る
と
余
計
に
不
足
し

て
し
ま
い
ま
す
。

 

３　

気
温
差
で
自
律
神
経
が
低
下

　

真
夏
の
路
面
温
度
は
50
℃
に
も
達
し
、

そ
の
照
り
返
し
か
ら
路
上
も
35
℃
以
上
に

上
昇
し
ま
す
。
当
然
の
こ
と
で
す
が
、
冷

房
の
き
い
た
部
屋
と
は
相
当
な
温
度
差
が

生
じ
ま
す
。
夏
の
暑
さ
か
ら
屋
内
へ
逃
避

す
る
と
、
そ
の
気
温
差
で
身
体
の
調
節
機

能
が
う
ま
く
働
か
な
く
な
り
、
自
律
神
経

ま
で
も
障
が
い
が
出
て
し
ま
い
ま
す
。

 

４　

睡
眠
不
足
で
蓄
積
疲
労

　

熱
帯
夜
に
な
る
と
な
か
な
か
寝
つ
け
ず

に
、
そ
の
夜
更
か
し
か
ら
身
体
へ
の
疲
労

が
蓄
積
し
て
い
き
ま
す
。
そ
ん
な
生
活
習

慣
が
続
く
と
、
自
律
神
経
系
の
調
節
機
能

が
働
か
な
く
な
り
、
身
体
が
だ
る
く
な
る

倦
怠
感
を
ま
ね
き
ま
す
。

健
康
へ
の
ヒ
ン
ト

夏
バ
テ
の
原
因
に
迫
る
！
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恐竜時代への旅

御船層群から発見されたメルビウスの下あごの化石（右）
と発見された部分。大きさ約 5㌢。

　

御
船
層
群
の
上
部
は
、河
川
や
湖
沼
で

形
成
さ
れ
た
地
層
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
地
層
か
ら
は
淡
水
生
の
二
枚
貝

や
植
物
化
石
、恐
竜
の
足
跡
化
石
な
ど
、陸

上
の
環
境
を
示
す
化
石
が
多
く
発
見
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
地
層
が
で
き
た
当
時
の

河
川
に
は
、ア
ミ
ア
の
な
か
ま
が
住
ん
で

い
ま
し
た
。
頑
丈
な
顎
の
骨
、鋭
い
三
角

形
の
歯
、独
特
な
形
を
し
た
背
骨
が
特
徴

で
、ア
ミ
ア
の
中
で
も
北
米
の
白
亜
紀
層

か
ら
知
ら
れ
て
い
る
メ
ル
ビ
ウ
ス
に
よ
く

似
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
種
類
の
魚
類

化
石
は
こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
の
白
亜
紀
層
か

ら
は
発
見
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

ア
ミ
ア
は
ガ
ー
の
な
か
ま（「
恐
竜
時
代

へ
の
旅
第
10
話
」で
紹
介
）に
近
い
、い
わ

ゆ
る
古
代
魚
で
、現
在
は
北
ア
メ
リ
カ
の

み
に
生
息
し
て
い
ま
す
。
最
近
、こ
の
メ

ル
ビ
ウ
ス
と
見
ら
れ
る
化
石
は
マ
ダ
ガ
ス

カ
ル
で
も
発
見
さ
れ
て
、世
界
中
に
広
く

分
布
し
て
い
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、ア
ラ
ス
カ
よ
り
も
さ
ら
に

高
緯
度
に
位
置
す
る
地
域
か
ら
も
ガ
ー
や

ア
ミ
ア
の
な
か
ま
の
化
石
が
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、白
亜
紀
後
期
の

前
半
に
は
地
球
全
体
が
温
暖
化
し
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
ろ
の
北

ア
メ
リ
カ
西
部
に
は
南
北
に
浅
い
海
が
入

り
込
ん
で
い
て
、北
極
海
と
カ
リ
ブ
海
が

海
で
つ
な
が
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
も
し
か
す
る
と
、御
船
付
近
の
浅

い
海
も
北
極
海
を
通
っ
て
北
米
ま
で
つ
な

が
っ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
文
・
写
真
／
恐
竜
博
物
館
・
池
上
直
樹
）

ＤＡＴＡ

淡水魚
アミアのなかま

第 15話
あ
ご

町立図書館　カルチャーセンター１Ｆ 
☎ 282‒0888　休館日／毎週月曜日

L i b r a r y   I n f o r m a t i o n

00K おすすめ  今月の本
一週間

ことばかくれんぼ
山口　タオ　著
田丸　芳枝　絵

　これからことばかくれんぼをす
るよ。ことばの中にはみんなが
かくれているからさがしてね。楽
しいことば遊び絵本。

井上ひさし　著

　最後の長編小説。昭和21年、ハ
バロフスクの収容所。ある日本人
捕虜の、いちばん長い一週間。
「吉里吉里人」に比肩する面白
さ！

浅田　次郎　著

　できることはもう何もない。戦
場を走るほかには。たとえそこが、
まやかしの戦場でも。美しい島で
あの夏何が起きたのか。人間の本
質に迫る戦争巨編、堂々完結。

終わらざる夏　上・下

子育て日記 年の差も何のその？

長女・瑠奈ちゃん（７歳・右）

長男・太一　くん（２歳・左）

る　な

た  いち

　わが家は、父、母、長女・瑠奈、長男・太
一の４人家族です。年の離れた姉弟ですが、最
近では弟がお姉ちゃんのゲームやおもちゃが
気になるらしく「コレたいちの！」と奪いに行
きます。お姉ちゃんも取られまいと必死で姉弟
ゲンカに…。でも仲の良い時は絵本を読んであ
げたり、弟の知っている曲をピアノで弾いて一
緒に歌ってあげたりと良きお姉ちゃんなんで
す。この前は弟のコンビカーにまたがり後ろか
ら押してもらい部屋中を大暴走していたお姉
ちゃん。「どっちが遊んでもらっているの？」
と思わず笑ってしまいました。両親共に仕事
が忙しく、休日が合わなかったりしますが、
できるだけ家族一緒に過ごせる時間を増やし
てたくさんの思い出を作ってあげたいと思い
ます。これからも姉弟仲良く元気にスクスク
と成長してくれたらと願っています。

（文・写真／萩坂美恵お母さん・高木）

新刊書情報
7月は58冊の本が入りました

◉一般書（36 冊）
小　　説／マドンナ・ヴェルデ （海堂　尊　 著）
自然科学／「ストレスの整理」が上手い人下手な人   （和田　秀樹 著）
人 生 訓／まっすぐな生き方  （木村　耕一 著）
◉児童書（22 冊）
よみもの／まけるな！キジバト （五刀　円　 著）
学　　習／わたしの病院・犬がくるの　　（大塚　敦子 著）
紙 芝 居／ネコのおてがみ  （長野ヒデ子 著）
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Summit in mifuneSummit in mifuneSummit in mifune

　

全
国
地
域
づ
く
り
サ
ミ
ッ
ト

in
み
ふ
ね
（
フ
ネ
ッ
ピ
ー
す
こ

や
か
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
主
幹
）

が
7
月
3
日
、
カ
ル
チ
ャ
ー
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
総
合
型
地
域

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
間
の
交
流
や

情
報
交
換
を
行
い
、
地
域
の
ス

ポ
ー
ツ
や
文
化
の
振
興
、
地
域

づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
今
年

で
2
回
目
。
全
国
か
ら
地
域
づ

く
り
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
自

治
体
や
団
体
な
ど
の
長
が
講
演

や
活
動
を
報
告
。
県
内
外
か
ら

詰
め
か
け
た
約
3
6
0
人
が
終

始
熱
心
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
を
つ
と
め
た

の
は
水
越
風
神
太
鼓
。
力
強
く
、

そ
し
て
華
麗
な
太
鼓
の
音
が
場

内
に
鳴
り
響
き
、
来
場
者
を
手

厚
く
歓
迎
し
ま
し
た
。

　

自
治
体
報
告
で
は
、
兵
庫
県

で
初
の
女
性
町
長
に
就
任
し
た

播
磨
町
の
清
水
ひ
ろ
子
町
長
が

講
演
。
子
ど
も
医
療
費
無
料
化

や
入
院
費
助
成
、
病
後
児
保
育

な
ど
、
充
実
し
た
子
育
て
支
援

策
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
世
界
遺
産
「
熊
野

川
」
で
唯
一
の
船
大
工
と
し
て

伝
統
を
継
ぐ
三
重
県
紀
宝
町
の

谷
上
嘉
一
氏
が
地
域
活
動
を
紹

介
。
高
齢
化
で
「
熊
野
川
」
の

歴
史
や
文
化
へ
の
危
機
感
を

き
っ
か
け
に
、
三
重
県
の
事
業

を
活
用
し
、
熊
野
川
部
会
を
設

立
。
そ
の
後
、
熊
野
川
体
験
塾

と
銘
打
っ
た
自
然
体
感
型
の
観

光
を
地
域
住
民
と
一
緒
に
展

開
。
テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
で
取

り
上
げ
ら
れ
、
今
で
は
予
約
待

ち
の
状
態
。
谷
上
氏
は
「
地
域

が
ひ
と
つ
に
な
れ
ば
な
ん
で
も

で
き
る
。
自
分
た
ち
の
地
域
を

ど
れ
だ
け
愛
し
て
い
る
か
に
つ

き
る
」
と
力
説
し
ま
し
た
。

　

終
盤
に
は
、「
地
域
の
自
立
」

と
題
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
出

演
し
た
長
な
ど
が
再
登
場
。
各

パ
ネ
リ
ス
ト
は
地
域
の
未
来
を

願
い
、
そ
の
思
い
が
熱
い
言
葉

と
な
っ
て
観
衆
の
心
へ
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
投
げ
か
け
ま
し
た
。

11

22

33

1「地域の自立」を題材としたシンポジウ
ムには出演者8名と開催地代表の山本孝
二町長が参加。予定時間を上回るほど熱
い議論が交わされた／2オープニングセ
レモニーで開催地代表の力強い太鼓を披
露した水越風神太鼓／3カルチャーセン
ターロビーの一画に設けられた物産展
コーナー。御船町を代表する工芸品や商
品がずらりと並び来場者で混雑した

郷土愛こそ地域おこし。郷土愛こそ地域おこし。郷土愛こそ地域おこし。

Lecture  and  reportLecture  and  reportLecture  and  report
第2回地域づくりサミットinみふね第2回地域づくりサミットinみふね第2回地域づくりサミットinみふね

　今、リーダーがいない。学級が崩壊しているのは
リーダーがいないから。子どもたちは多人数で遊ぶ
能力がない。総合型スポーツクラブ（＝クラブ）
は、リーダー育成に絶好。リーダーやサポーターを
つくって、スポーツの教育的機能を広めていけばい
い。最後に地域づくり安心社会。地域が動いて、行
政がサポートするシステムが大事。クラブづくり
は、まちおこしと一緒で、人づくりになってくる。
クラブをすれば人づくりができる。まちおこしも人
づくり。後継者をつくり安心社会をつくってほしい。　何もない村だから村民にお願いした。こんな貧乏

村で全部行政がやれやれということは駄目だと。そこ
で材料を支給するから（地域で）やってとお願いした。
（材料支給事業は）建設費が大体７分の１でできる。
（成功の秘訣は）本当に村民の皆さんが少しくらいや
ぼでも下條村がよくなるなら頑張ってみようという協力
姿勢になったから。みんなでチャレンジすれば何もな
い村でもどうにか行ける。わたしがよかったと思うの
は町村合併をしなかったこと。それは反応が早く、
個々への対応がうまくいく。

　木倉公民館を地域の発信基地として年間350回使
用。（組織は）10団体と地区代表、２つの専門部から
なる。ほかの地区に先がけ、校区社会福祉協議会を
結成して約15年。木倉分館の努力目標で▽青少年健
全育成の防犯ネットワーク▽世代間交流「語ろう
会」▽防犯パトロール▽あいさつ運動―を実践。今
後の課題は、あっちを向いている人（参加しない
人）をこっちに向かせること。キーワードは▽子ど
もたち▽財源▽空いているもの▽高齢者の経験―な
どに感謝して、感動をもって取り組みたい。　平成10年に大水害、平成12年に口蹄疫があった。

本別町民が一つになるという大事な指令を天から与
えられたと思う。町はこれでみんなが一つになって
まちづくりをした歴史がある。みんなが力を合わせ
れば、町が変わる。町を救えることを町民に大変な
学習をしていただいた。合併問題もあった。財政は
大変だった。交付税が３分の１にカットされた。し
かし、こんな時だからこそみんなで汗を流して知恵
を絞ろうと。そしてどこにも負けない日本一の心の
温かい町をつくろうという合言葉にした。

長野県下篠村長

伊藤 喜平 氏

「持続可能な
　　　村づくり」

北海道本別町長

高橋 　正夫 氏

「安心安全の
    　まちづくり」

愛媛大学教授

堺　　 賢治 氏

「スポーツは
　日本を動かす」

公民館木倉分館長

田中　 惠三 氏

「全員参加の
  　 地域づくり」

兵庫県播磨町長

清水 ひろ子 氏
兵庫県播磨町長

清水 ひろ子 氏
兵庫県播磨町長

清水 ひろ子 氏

徳島県上勝町長

笠松 　和一 氏
徳島県上勝町長

笠松 　和一 氏
徳島県上勝町長

笠松 　和一 氏

三重県紀宝町
紀宝スポーツクラブ理事長

谷上 　嘉一 氏

広島県北広島町
NPOい～ね・おおあさ理事長

保田 　哲博 氏

今、全国至るところで飛び交っている言葉「地域づくり」。
一見簡単そうに聞こえますが、成功した自治体や団体は数えるほど。
それは、その地域にこそ存在する価値や魅力を多角的に捉えないと
真の「地域づくり」は見えることもなく成しえることはありません。
今回、全国有数の「地域づくり」先進地が、ここ御船町に集結。
そこで報告された活動や事例をリポートしながら
「地域づくり」への道を探ってみます。
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〜
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（
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略
）

東経　130 度 48 分
北緯　 32度 42分
面積　99.0 ㎞²
町木　もっこく
町花　ふじ

人口　（平成 22年7
　　　　　　　　　　 前月比
男　　 8,712 人 （＋８ 人）男　　 8,712 人 （＋８ 人）男　　 8,712 人 （＋８ 人）
女　　 9,565 人 （＋20 人）女　　 9,565 人 （＋20 人）女　　 9,565 人 （＋20 人）
計　 18,277 人 （＋28 人）計　 18,277 人 （＋28 人）計　 18,277 人 （＋28 人）
世帯数 6,934世帯（＋17世帯）世帯数 6,934世帯（＋17世帯）世帯数 6,934世帯（＋17世帯）

人口　（平成 22年7月末現在）
　　　　　　　　　　 前月比
人口　（平成 22年7月末現在）
　　　　　　　　　　 前月比
男　　 8,712 人 （＋８ 人）男　　 8,712 人 （＋８ 人）男　　 8,712 人 （＋８ 人）
女　　 9,565 人 （＋20 人）女　　 9,565 人 （＋20 人）女　　 9,565 人 （＋20 人）
計　 18,277 人 （＋28 人）計　 18,277 人 （＋28 人）計　 18,277 人 （＋28 人）
世帯数 6,934世帯（＋17世帯）世帯数 6,934世帯（＋17世帯）世帯数 6,934世帯（＋17世帯）

DATADATA

在）在）

恐竜の郷　御船町
きょうりゅう    　さと　　    み  ふね まち

高齢化率  27.4％
※高齢化率は、65歳以上の人が
　人口に占める割合です。

町長室

Mifune Town

Kumamoto

5日㊐

5日㊐

12日㊐

19日㊐

20日㊊

23日㊍

26日㊐

さかた耳鼻咽喉科

古閑整形外科胃腸科医院

よしむら内科循環器科

からしま小児科

山地外科胃腸科医院

笹原外科胃腸科医院

のぐち皮膚科

☎237-4133 

☎284-2010

☎235-7773

☎235-6333

☎237-0003

☎282-0070

☎237-4112
※変更となる場合があります。
　電話で確認してから受診ください

休日当番医

お出かけ情報

くらしの保健 9月
長月

保健カレンダー

元気クラブカレンダー

14日㊋

6日㊊

7日㊋

9日㊍

13日㊊

10日㊎

2日㊍

3日㊎

8日㊌

1日㊌

場所：御船町憩いの家／時間：午前10:00～正午

場所：滝尾公民館／時間：午前10:00～正午

場所：水越公民館／時間：午前10:00～正午

場所：木倉公民館／時間：午前10:00～正午

場所：下高野公民館／時間：午前10:00～正午

場所：陣多目的集会所／時間：午前10:00～正午

場所：七滝公民館／時間：午前10:00～正午

場所：上野公民館／時間：午前10:00～正午

場所：田代東部公民館／時間：午前10:00～正午

場所：北田代公民館／時間：午後1:30～3:30

【御船、辺田見、滝川地区】

【滝尾地区】

【水越地区】

【木倉地区】

【高木地区】

【小坂、陣、豊秋地区】

【七滝地区】

【上野地区】

【田代東部地区】

【田代西部地区】

※会場は、すべて保健センターとなります
問 保健センター　☎282‒1602

※地域ごとに、開催日などを掲載しています
問 御船町社会福祉協議会　☎282‒0785

I N FOR M A T ION

✂（
キ
リ
ト
リ
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7月の主なうごき

▲山本孝二町長（右）や、前熊本県知事の塩谷義子氏（右から2番目）
　など4名が参加して意見を交わしたシンポジウム
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所

むすばれ

 男女共に協力できる環境整備
　7月31日、「北京ＪＡＣ15周年全国シンポジウ
ムin熊本」（北京ＪＡＣなど主催）が熊本市の県
民交流館パレアで開催されました。これは男女
共同参画社会の実現を目指すための取り組みで、
パネリストとして参加しました。わたしは、マニ
フェスト柱４で「女性登用（女性の輝きは地域の
輝き）｣を公約しています。その実現のため、「一
日女性課長の日」の開催や審議会など、女性登用
率の向上などを発表しました。今後、町民の意見
を反映した男女共同参画基本計画の策定、条例の
制定などをつくりあげて、男女が協力し合える環
境を目指したいと思います。

1日

2日

3日

5日
6日

7日

8日

9日

10日
13日

14日
15日

16日

17日

18日
20日

21日

22日

23日

24日
26日

27日
28日

29日

31日

職員朝礼。総合計画プロジェ
クトチーム委嘱状交付およ
び説明会。
水越小学校跡地視察。
上益城地域農業振興協議会総会。
上益城地域振興局主要事業説明会。
全国地域づくりサミットinみ
ふね（～4日）。
熊日新聞より取材。
上益城郡保護司会「社会を明
るくする運動啓発パレード」。
水前寺菜出荷協議会。
行政改革推進本部会議。御船
町婦人会ミニバレー大会。
熊本県企画部長、政令都市各
町村と協議のため来庁。
地域サロン代表者会および
サロン補助金交付。
上益城郡ＰＴＡ研修会。
御船町精霊流保存会との協議。
法務大臣より感謝状・法務省
人権擁護局長から表彰状授
与式（本山浩二氏）
九州横断道建設促進協議会監査。
大分県豊後大野市議会視察研修。
御船町役場職員組合定期大会。
議会全員協議会。
嘱託員会定例会。熊本サント

リー会。
中原団地子ども会。親子ふれ
あい祭り（高木保育園）。
上益城郡民体育祭。
「社会を明るくする運動」啓
発パレード。
第5回御船町議会定例会。緑
川改修期成会役員会・総会。
御船町食育推進計画書の検
証委員委嘱状交付。
新幹線くまもと創りプロジェ
クト上益城地域推進本部会議。
上益城地域観光推進協議会総
会。上益城郡内町長定例会議。
上益城郡消防大会（操法大会）。
閉校施設および遊休施設等
利用検討委員会。
御船町男女共同参画社会推進会議。
があーっぱ祭り全体会議。山
形県大江町議会行政視察。
熊本県天君農地防災ダム管
理協議会。
御船町男女共同参画社会推
進会議（庁内ワーキングメン
バー）委嘱状交付。
町政モニター会議。
北京ＪＡＣ15周年全国シンポ
ジウムin熊本（パネリスト出演）

対象者：H22.1月生／受付：午前9:00

対象者：H22.4月～H22.5月生／受付：午前10:00

対象者：H21.1月～H21.2月生／受付：午後1:00

対象者：１歳～4歳／受付：午後2:30～3:30

対象者：生後3～90か月未満／受付：午後1:00～1:45

対象者：生後3～6か月未満／受付：午後1:00～1:45

対象者：H21.11月生／受付：午前9:30

対象者：妊婦／受付：午後1:00

対象者：妊婦／受付：午後1:30

受付：午前8:30～午後5:15(土･日･祝日･第一水曜日は除く)

【7か月児健診】

【4か月児健診】

【１歳6か月児健診】

【フッ素塗布】

【三種混合予防接種】

【BCG予防接種】

【10か月児相談】

【母子手帳交付】

【マタニティクラス】

【健康相談】

1日㊌

1日㊌

1日㊌

1日㊌

3日㊎

17日㊎

28日㊋

28日㊋

28日㊋
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御船に眠る化石たち
開催日／9月19日㊐
時　間／午前10：00～正午
場　所／みふね化石ひろば
内　容／化石ひろばでの地層の観察や化石採集を

とおして、地層・化石について学習します。
対象者／小学生以上50組（小中学生は保護者同伴）
参加料／100円（保険代）
問い合わせ／恐竜博物館　☎282-4051

パレオマイクロワールド
日　時／9月26日㊐
時　間／午前10：30～正午
場　所／カルチャーセンター
内　容／肉眼ではよくわからない大型化石の特徴

や小さな化石について顕微鏡などを使っ
て学習します。

対象者／小学生以上20名
参加料／無　料
問い合わせ／恐竜博物館　☎282-4051

固定資産税　　　　　　　3期
国民健康保険税　　　　　4期
介護保険料　　　　　　　4期
後期高齢者保険料　　　　3期

納　期　日 9月30日㊍
口座振替日 9月27日㊊

あんしん納税

7・7
7・21

オアシス秋桜祭り
日　時／9月9日㊍
時　間／午後6：00～8：00
場　所／養護老人ホーム「オアシス」中庭
内　容／キッズダンスやカラオケ、抽選会など、楽し

さ目白押し。祭りの最後はやっぱり「オアシ
ス音頭」。

問い合わせ／養護老人ホーム「オアシス」
　　　　　　　　　　　　☎282-0459

27日㊊

21日㊋

30日㊍

24日㊎

16日㊍

17日㊎

22日㊌

15日㊌
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※御船川は、熊本の伝統野菜「水前寺菜」を御船町がブランド化したものです。
町内７店舗（かあちゃん市、ＪＡみふね青空市、黒潮市場、マルショク、酒井商店、 きくや、米村商店）をはじめ、
鶴屋百貨店、サンリブ、マルショク、ハローグリーンの県内主要店舗で販売中です。詳しくは役場経済振興課農林企画係（☎282-1607）まで。
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ん
体
調
を
崩
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
か
？
町
内
で
は
各
地
域
で
夏
の
イ

ベ
ン
ト
等
が
催
さ
れ
、暑
さ
を
吹
き
飛
ば

す
ほ
ど
の
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
す
▼
こ

の
時
期
よ
く
目
に
す
る
甚
平
や
浴
衣
姿
。

風
情
が
あ
り
〝
日
本
の
夏
〞
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
て
癒
さ
れ
ま
す
ね
。
浴
衣

姿
の
子
ど
も
を
見
か
け
る
と
つ
い
笑
顔

に
な
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
？

▼
朝
晩
が
少
〜
し
涼
し
く
な
っ
た
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
今
年
は
早
め
に
秋
が

や
っ
て
く
る
の
か
な
と
期
待
し
つ
つ
、御

船
の
祭
り
が
ひ
と
つ
ず
つ
終
わ
っ
て
い

く
と
秋
が
待
ち
遠
し
く
な
り
ま
す
。
ゆ

▼
今
、空
前
の「
幕
末
ブ
ー
ム
」。
そ
の
火

付
け
役
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
龍
馬

伝
」。
明
治
維
新
の
立
役
者
の
一
人
、土

佐（
高
知
県
）の
坂
本
龍
馬
が
全
国
を
舞

台
に
駆
け
回
る
壮
大
な
ス
ト
ー
リ
ー
。

国
を
思
い
、自
ら
の
命
を
か
け
た
偉
大
な

る
先
人
た
ち
。
今
を
生
き
る
す
べ
て
の

人
へ
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
伝
わ
っ
て
き

ま
す
▼「
龍
馬
伝
」に
登
場
し
た
、宮
部
鼎

蔵
。
こ
こ
御
船
が
輩
出
し
た
偉
大
な
る

先
哲
で
す
。
し
か
し
、時
代
と
共
に
風
化

さ
れ
る
現
実
も
懸
念
さ
れ
ま
す
。
そ
こ

で
、郷
土
の
先
哲
を
称
え
た
く
今
号
を
企

画
し
ま
し
た
。
ほ
ん
の
一
部
し
か
お
伝

え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

郷
土
の
先
哲
を
学
び
、次
代
に
語
り
継
ぐ

足
が
か
り
と
し
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い

で
す
▼
学
生
の
皆
さ
ん
は
、夏
休
み
の
真

最
中
。
郷
土
の
歴
史
を
自
由
研
究
し
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
そ
し
て

社
会
が
苦
手
な
広
報
マ
ン
に
い
ろ
い
ろ

教
え
て
く
だ
さ
い（
笑
）。　
　
　
　

○仁

消消
産産地
レ
シ
ピ

 御船川を使ってお菓子風にアレンジ。ここでポイントは２つ。
御船川の搾り汁を多く使えば薄紫の蒸しパンが完成。さらに
御船川の葉だけをミキサーにかけて混ぜると緑色の蒸しパン
ができます。夏休みのおやつにご家庭で作ってみてください。

（投稿者／田中明子さん・陣）

光沢を帯びた貝殻がズラリ光沢を帯びた貝殻がズラリ光沢を帯びた貝殻がズラリ

御船川…………………………
搾り汁と水……………………
ホットケーキ用粉……………
かぼちゃ………………………

材料（10 個分）

80g
150g
300g
50g

エネルギー
タンパク質
脂質
炭水化物
カルシウム 
鉄
塩分

114kcal
2.4ｇ
1.3ｇ
23.1ｇ
40.0mｇ
0.2mｇ
0.3ｇ

栄養価（１個当たり）

①御船川の葉だけをサッとゆがいて搾ります。この時、
搾った汁は捨てずにとっておきます。
②①を細かく切っておきます。
③かぼちゃは 1 ㌢くらいを目安にさいの目に切ってお
きます。
④①と②を混ぜ合わせ、①で取っておいた搾り汁と水
をたして生地を作ります。
⑤アルミケースに④を流し込み、その上に③のかぼ
ちゃを入れて、蒸し器で8～10分蒸せば出来上がり。

作り方（所要時間約20分）

　恐竜博物館で、夏休みイベント「白亜紀のイ
ノセラムス」の企画展が開催されています。イ
ノセラムスは、中生代ジュラ紀と白亜紀に栄え
た二枚貝。貝殻の表面が絹糸のような光沢が特
徴です。大分地質学会の野田雅之会長が同博物
館で活用してもらえればと寄贈。クリーニング
作業を経て、約200点が展示中です。イノセラム
スの標本が博物館規模でこれだけ数多く揃って
いるのは全国屈指。企画展は、7月18日から9月
12日まで期間限定で好評展示中です。

北海道や四国、九州のイノセラムスが展示されている恐竜博物館。夏休み期間中ともあっ
て、家族連れや団体客が連日多く詰めかけている。企画展期間の入館者2,483人（7月18日
～8月1日）。前年比約111％を記録した。

おやつおやつ
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